
令和３年度　地域包括支援センター　事業評価結果

※指標番号にハイフンが付いていないものが国が定める基準、ハイフンの後ろに数字が入っているものが佐倉市の基準となります。（例「1」＝国基準。「1-1」＝佐倉市基準）

１　組織運営体制等 ◎または▲とした理由、特記事項 ◎または▲とした理由、特記事項 ◎または▲とした理由、特記事項 ◎または▲とした理由、特記事項 ◎または▲とした理由、特記事項

(1)　組織運営体制
1

○ ○ ○ ○ ○

1-1

◎

月1回運営会議において進捗状況を報告し協
議、助言・指導を受けている。

◎

各職種ごとに実施計画を作成し、事業計画とし
ている。半期ごとに進捗確認を行っており、法
人へ上半期、下半期に報告している。 ◎

全体目標と職種別事業計画を作成。必要時修
正や追加をし、地域のニーズに柔軟に対応で
きるようにしている。 ◎

各担当職員が事業計画を作成し、センター内
及び法人にも計画内容の報告を行い、情報共
有を行っている。また、包括内会議にて進捗確
認を実施している。

◎

法人で毎月実績会議を行い、事業計画の進捗
状況を報告している。また、報告した内容を包
括内でも共有している。

2

○ ○ ○ ○ ○

3

○ ○ ○ ○ ○

4

○ ○ ○ ○ ○

4-1

◎

毎朝のカンファレンスで全職員が情報、共有す
る他、必要時には会議を開催する。

◎

連絡会について書面にして、回覧し確認したら
捺印している。毎日の朝礼や月１回のカンファ
レンスで情報共有を行っている。

◎

朝礼（毎日）、センター会議（月1回）を通じて情
報共有を図っている。

◎

毎朝のミーティングや業務日誌、月1回の包括
内会議において情報共有を図っている。

◎

毎朝、朝礼後に連絡事項について確認し、共
有をしている。その他にも会議やケース確認の
際に連絡事項の確認を行い、業務に反映して
いる。

5

○ ○ ○ ○ ○

6

◎

①地域課題に基づく地域ケア推進会議
　コミュニティーバスの活用を促進するための
方法検討や先崎地区の移動スーパー導入等
地域とともに解決へ向けて話し合いを進めて
いく。
②住民主体の支えあい地域づくりの推進
　コロナ禍の中で、書面・ZOOM等を活用して、
住民とともに地域づくりに取り組む。
③在宅・医療介護の連携推進
　医療介護連携共通連絡票を活用し情報共有
をすることで、地域の医療機関との連携を深め
る。

上記3項目を重点に取り組む。 ◎

①介護予防
　介護予防拠点の見守り継続、新規立ち上げ
希望団体に対して支援実施に取り組む。
また、介護予防リーダーや、わくわく体操会代
表者との交流会を実施する。
②認知症施策
(1)認知症地域支援推進
医療・介護機関をはじめ、企業等との連携強化
及び認知症に対する正しい理解をしてもらえる
よう高齢者認知症声かけ訓練や認知症サポー
ター養成講座の企画開催に取り組む。また、オ
レンジカフェ・介護者教室を開催し、認知症の
方や家族が暮らしやすい地域を目指す。
令和３年度からの新しい取り組みである「チー
ムオレンジ」の始動に向けて施策を企画・立
案・実施する。
(2)認知症初期集中支援チーム
年３件の新規対応を行いサポート医療機関と
月１回会議を実施する。
③地域ケア会議
自立支援、介護予防に着目して地域ケア会議
を実施する。また、地域課題解決に向けたケア
会議を実施する。

以上を重点目標として位置付けている。

◎

コロナ禍の中でも、どのように既存事業を継続
実施するのかについて検討。センター内で方
針を話し合い、優先順位をつけ、他事業との連
動を意識しながら、年間計画等に反映するよう
にしている。
①地域ケア会議の継続実施
人数を最小限に抑えて「個別課題から地域課
題を考える」「医療介護の専門食と地域との交
流機会」「介護支援専門員のスキルアップ」を
主な目的に「自立支援に向けた地域ケア会議
（個別ケア会議）を開催。また、個別課題から
地域課題を考えることも目的に地域ケア圏域
推進会議を開催。
②地域での介護予防活動
感染予防対策をしながら地域でのとしとらん塾
を実施、通いの場に来られなくなった方への安
否確認、既存団体の活動状況の確認と相談対
応、介護予防リーダーの活用方法について検
討。
③認知症カフェを活用した見守り体制づくり・地
域とのつながりづくり

◎

①住民主体の互いに支えあう地域づくりの推
進
　地域共生を目指し地域のラジオ体操やサロ
ンを通じて細やかな見守りができるよう『地域
住民の意識づけ』等を行っている。
②見守り支援体制の構築
　佐倉地区民児協と市社協と連携し、『防災対
策確認票』を作成し、実態把握の取り組みを実
施中。
③在宅・医療介護の連携推進
  地域が抱える問題点を検討。共通連絡票活
用について啓発。『ACPについて』専門職・地
域の方向けの勉強会の開催を検討中。
④地域の支え合いと個別ケースの連携支援
　『地域からの個別課題を、地域で解決する』、
地域の解決力の向上を図る。
　
上記4項目を重点目標として具体的に取り組ん
でいる。

◎

①介護予防のための地域ケア個別会議
年10事例の会議開催に向けて計画し、毎回
ケース内容によって薬剤師、リハビリ専門職、
管理栄養士などの地域の専門職に参加してい
ただき、自立支援に向けた話し合いを行ってい
る。

②認知症カフェを活用した見守り
コロナ禍においてサービス利用を控えている
方、周囲と交流が少なく見守りや定期的な状
況確認が必要な方を中心に参加を促し、カフェ
を通して見守りを行っている。

③防災・災害時の対応に向けて
災害時に利用者に対して個別対応ができるよ
うにプロジェクトを立ち上げ対応を協議するとと
もに、センター全体で状況を共有している。

④在宅医療・介護連携推進事業
地域の課題の抽出と対応策について協議を進
めている。また、在宅医療と介護の連携と専門
性の向上を目指し、話し合いを進めている。

7

○ ▲

保健師の採用はできておらず、経験のある看
護師を配属している。 ○ ○ ▲

保健師を採用できず、看護師を採用している
ため。

7-1

○ ○ ○ ○ ○

7-2

○ ○ ○ ○ ○

8

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

三職種を欠員期間なく配置している。

センター職員が休職、退職等により欠員と
なったときには、1か月以内に代替職員を
配置できる。

市町村から、年度当初までに、センター職
員を対象とした研修計画が示されている
か。

市町村が定める運営方針の内容に沿っ
て、センターの事業計画を策定している
か。

センターの全職員が事業計画案の策定に
参画し、事業計画の進捗確認を計画的に
行っている。

事業計画の策定に当たって、市町村と協
議し、市町村から受けた指摘がある場合、
これを反映しているか。

市町村の支援・指導の内容により、逐次、
センターの業務改善が図られているか。

市町村が設置する定期的な連絡会合に、
毎回、出席しているか。

連絡会合の内容について、センター職員
全員で情報共有を行っている。

センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

市町村から、担当圏域の現状やニーズの
把握に必要な情報の提供を受けている
か。

把握した担当圏域の現状やニーズに基づ
き、センターの実情に応じた重点業務を明
らかにしているか。

市町村から配置を義務付けられている3
職種を配置しているか（※それぞれの職
種の準ずる者は含まない）。

1



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

9

◎

研修の案内は全職員に回覧し、OJT研修の
他、県市ケアマネ協議会その他民間主催の研
修に積極的に参加している。 ◎

入職時にオリエンテーションや月１回、法人で
開催している研修に全員で参加している。ま
た、県や医療機関等が主催する研修会に参加
している。

◎

国や県、県社協や医療機関等の主催で開催さ
れるセンター業務に関連する研修や専門職と
してスキルアップに必要な研修（オンライン研
修含）には積極的に参加するようにしている。

◎

県や市、関係機関や法人主催の職員研修へ
の参加をしている。

◎

研修案内があった場合は職員に周知し、包括
業務に関連する研修や法人主催の職員研修
に積極的に参加するようにしている。

9-1

◎

包括独自のマニュアルを作成しており、災害発
生時には職員間の連絡、報告体制を整備、定
期的に連絡方法を確認している。

◎

市が作成した事故発生時の報告取り扱い要領
に基づき、対応するとともに報告書を提出して
いる。包括支援センター連絡網により連絡体制
を整備している。個人情報・苦情マニュアルを
法人で作成して、マニュアルに基づき対応して
いる。

◎

法人作成のマニュアルを整備している。必要に
応じて見直しもしている。

◎

リスクアセスメント実施要領、緊急時対応マ
ニュアル、佐倉市地域包括支援センターにお
ける事故発生時の報告取り扱い要領、佐倉地
域包括支援センター緊急時連絡網により連
絡・報告体制を整備している。また、災害時に
備えて災害用伝言ダイヤル（171）の体験利用
を行った。

◎

法人内のマニュアルが整備されている。また、
職員の連絡網を整備しており、災害発生時に
は職員と連絡が取れる体制を整えている。

10

○ ○ ○ ○ ○

11

○ ○ ○ ○ ○

12

◎

法人ホームページを活用し周知、また、定期的
に包括便りを作成し、配架している。

◎

独自に作成したパンフレットを配布している。ま
た、包括新聞を発行し、地域で回覧や掲示の
ため配布している。

◎

独自のパンフレットや包括通信（事業内容や今
後の予定を紹介）を作成し、住民や関係機関
に配布している。

◎

包括独自で作成したパンフレットの他、佐倉地
域包括支援センターだよりを年3回、ほけんだ
よりを年4回、生活支援コーディネーター通信を
4回発行し周知を行っている。 ◎

包括だよりや独自のパンフレットを作成し、普
及啓発のため地域に出向いた際に配布してい
る。法人のホームページにおいても総合相談
センターの情報を掲載するなどしている。
またブログやYouTubeに作成した包括関連の
情報を載せて、地域の方に発信している。

12-1

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員
☑商店会  ☑郵便局　　☑銀行
☑警察　　☑消防  ☑地区社協
☑まちづくり団体　　☑ボランティア団体
☑その他（医療機関、薬局）

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員
☑商店会  ☑郵便局　　☑銀行
☑警察　　□消防  ☑地区社協
☑まちづくり団体　　☑ボランティア団体
☑その他（新聞販売会社・コンビニ・配食サー
ビス・　郵便局）

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員
☑商店会  ☑郵便局　　☑銀行
☑警察　　☑消防  ☑地区社協
☑まちづくり団体　　☑ボランティア団体
☑その他（医療機関、自治会の連絡協議会、
高齢者クラブ、防犯団体　等）

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員
☑商店会  ☑郵便局　　☑銀行
☑警察　　☑消防  ☑地区社協
☑まちづくり団体　　☑ボランティア団体
☑その他（　医療関係　　　）

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員
☑商店会  ☑郵便局　　☑銀行
☑警察　　☑消防  ☑地区社協
☑まちづくり団体　　☑ボランティア団体
☑その他（医療機関、高齢者クラブなど　）

16.6 17 16 17 17 16

92.2% 94.4% 88.9% 94.4% 94.4% 88.9%

(2)　個人情報の管理
13

○ ○ ○ ○ ○

13-1

○

個人情報の適切な管理について文書を作成し
全職員に説明している。

◎

5/10個人情報保護に関する知識向上を目的と
した勉強会を包括カンファレンスの際に30分程
度実施。
8/10法人内研修（年１回、１時間程度の勉強
会）を実施。

○ ○ ○

14

○ ○ ○ ○ ○

15

○ ○ ○ ○ ○

16

○

ファイルを作成し、管理者の確認を取ってい
る。 ○ ○ ○ ○

5.0 5 5 5 5 5

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(3)　利用者満足の向上
17

○ ○ ○ ○ ○

17-1

○ ◎

苦情については、朝礼やカンファレンスの際に
共有し、再発防止対策を検討している。

◎

苦情があった場合には、臨時のセンター会議
を速やかに開催し、対応方法や再発防止に関
する対策について検討し、実施している。 ○ ◎

苦情があった場合には、臨時のカンファレンス
を開き、情報の共有を行うとともに対応方法や
再発防止策について検討している。

17-2

○ ○ ○

苦情があった場合には、「苦情処理簿」に記録
している。 ○ ○

17-3

○

業務報告として記録し運営会議で報告してい
る。 ○ ○

苦情があった場合は、法人に報告をして苦情
処理記録を作成。月1回の法人会議にて苦情
報告を行う。

○ ○

苦情があった場合には、速やかに記録に残し
包括内で共有するとともに、法人に状況・対応
策を報告している。

18

○ ○ ○ ○ ○

苦情の内容は、記録に残し、法人へ報告
する体制をとっているか。

センターが受けた介護サービスに関する
相談について、市町村に対して報告や協
議を行う仕組みが設けられているか。

個人情報の持出・開示時は、管理簿への
記載と確認を行っているか。

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

市町村の方針に沿って、苦情対応体制を
整備し、苦情内容や苦情への対応策につ
いて記録しているか。

苦情の内容をセンター全職員で共有し、
対応方法や再発防止に関する対策に努
めている。

苦情の内容は、記録に残し、市に報告又
は情報を共有できる体制をとっている。

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

個人情報保護に関する市町村の取扱方
針に従って、センターが個人情報保護マ
ニュアル（個人情報保護方針）を整備して
いるか。

Eメールの誤送信や個人情報を記録した
文書の紛失等による個人情報が流出しな
いように、センター全職員に対して個人情
報の適正な管理に関しての研修・説明等
を行っている。
個人情報が漏えいした場合の対応など、
市町村から指示のあった個人情報保護の
ための対応を、各職員へ周知しているか。

個人情報保護に関する責任者（常勤）を
配置しているか。

センターに在籍する全ての職員に対して、
センターまたは受託法人が、職場での仕
事を離れての研修（Off-JT）を実施してい
るか。

事故等が発生した場合には、適切な対応
ができるよう連絡・報告体制を整備してい
る。

夜間・早朝の窓口（連絡先）を設置し、窓
口を住民にパンフレットやホームページ等
で周知しているか。

平日以外の窓口（連絡先）を設置し、窓口
を住民にパンフレットやホームページ等で
周知しているか。

パンフレットの配布など、センターの周知
を行っているか。

センターの周知を様々な団体等に対して
行っている。

2



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

19

◎

個室ではないがパーティションにて遮断しプラ
イバシーを確保できるスペースを整備してい
る。 ◎

相談スペースが扉のある相談室２か所とカウン
ターを設置している。

◎

相談スペースをパーテーションで仕切ることで
相談者の顔が見えないようにすることと、相談
内容が漏れないように配慮している。 ◎

・来所対応相談窓口の他、事務所内に個室の
相談スペースを設けている。
・相談者の人数や相談者が重なった場合には
事務所隣りの交流室を利用している。

◎

相談スペースをパーテーションで仕切り、相談
者が来訪者から見えないように配慮している。
相談内容によっては個室にて対応できるよう
に、相談室を整備している。

6.0 6 6 6 6 6

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

27.6 28 27 28 28 27

95.2% 96.6% 93.1% 96.6% 96.6% 93.1%

２　個別業務

(1)　総合相談支援
20

◎

民生委員、地域資源等リスﾄ及びマップ化して
管理し,必要に応じて配布している。

◎

民生委員名簿やケア会議で使用する地区社
協・自治会者名簿など、毎年更新し、リストで管
理し把握している。地域資源は窓口にパンフ
レットを置いている。

◎

地域ケア会議で使用する情報を毎年更新し、
リストで管理。市からの情報提供の他、独自に
地区連絡協議会などから情報を得ている。地
域資源について、内容や連絡先をリスト化して
管理。また、相談者やケアマネジャーなどの事
業者・関係者への配布用にパンフレット等を
ファイリングし、窓口に準備している。

◎

　・介護・福祉、医療、行政、関連機関以外の
地域組織、産業・組合、学校社会教育、活動
団体に分類しまとめている。地域ケア会議や
見守りネットワーク等において連携し得た情報
を追加し更新している。
・一般介護予防事業や自立支援ケアマネジメ
ントにおける社会資源として高齢者の方やケア
マネジャーに配布している。

◎

民生委員名簿や地域の役員など、地域ケア会
議で使用する情報を適宜更新し、リストで管理
している。

21

○ ○ ○ ○ ○

22

○ ○ ○ ○ ○

23

○ ○ ○ ○ ○

23-1

◎

エクセルにてデータを集計、地域特性の分析
をしている。

◎

相談集計表・継続支援表をエクセルにて作成
し、地区別に検索できるよう管理している。

◎

年度毎に、地域別の相談件数と内容、相談率
等をまとめている。

◎

月毎、地区別のデータを作成し把握している。

◎

地域別の相談件数や傾向、生活ニーズが分
かるようにエクセルにて管理し、字別に検索が
できるようにしている。

23-2

◎

【相談内容の傾向を記載】
■全体の件数
評価期間（4～9月）における全体の相談件数
は738件で、昨年同時期に比較し17件減少。
相談内容は、全体の45％が介護福祉サービ
ス、次いで認知症14％、独居及び状況確認が
10％と続く。また、施設入所に関する相談は、
35件から52件に増加している。
■地域特性
①上座地区
相談件数は昨年比29件増加の160件。中でも
認知症に関する相談件数が2倍以上増加して
いる。
②井野地区
各地区の中で最も相談件数が多く235件。件数
内訳において、認知症59件、独居47件は昨年
と比較しほぼ横ばいとなっている。
③ユーカリが丘地区
相談件数は昨年に比較し27件減少の199件。
認知症に関する相談が27件から45件、施設入
所についての相談が6件から16件に増加。独
居に関する相談件数は昨年と同じ40件であ
る。
④宮の台地区
相談件数は79件と昨年の2倍。認知症に関す
る相談が22件と最も多い。
⑤小竹・青菅・先崎地区
相談件数は16件と昨年とほぼ変わらない。14
件が介護サービスに関する相談である。

◎

【相談相談内容の傾向を記載】
■全体の件数
531件（昨年度432件と比べて99件増加してい
る）
■相談件者別の内訳
家族が253件で全体の48％となっている。
■相談内容
介護・福祉サービスが309件（全体の58％）。
・介護認定申請や介護保険制度に関する相談
が79%と高くなっている。
■地域特性
今年度は、上志津が相談件数が一番多くなっ
ている。次に中志津、西志津と続いている。例
年は中志津が高齢化率の高さから相談が多い
状況であるが、コロナ禍の影響があり、自粛さ
れている傾向があるのかと推測される。
・上志津232件（44％）
・中志津162件（31％）
・西志津117件（22％）
・その他の地域20件（3％）

◎

【相談内容の傾向を記載】
■全体の件数
373件（4月～9月末）
前年度比　50件減
コロナ禍で来客数の減少や電話での相談件数
が減っている。特に、緊急事態宣言の際には
相談が減る傾向がある。
■相談内容
一人暮らし、身寄りのない方、キーパーソンが
不在の方、経済的に困窮している方、認知症
の方、本人あるいは家族が精神的な疾患を抱
えている方の相談が多い。
■地域特性
・千代田の在来地区（畦田、羽鳥等）や臼井の
臼井地区、江原・江原新田・角来等の歴史の
ある地区は、家族や地縁でのつながりによる
支援がある一方で、問題を抱えてしまうことも
ある（地域包括の周知や、早期発見のために
民生委員との連携が重要）。
・昭和40年代に宅地開発された地域（王子台・
稲荷台・八幡台など）では、高齢化が進行し、
一人暮らしの方について、認知症について（対
応や地域での見守り）の相談が多い。地域で
の見守り・高齢者への理解については自治会
などの取り組み状況によって住民の意識に差
があると感じることがある。地区社協を中心と
した支え合い活動が活発になってきており、介
護保険サービスだけでは対応できないことに
ついて支援を依頼できるようになりつつある。

◎

【相談内容の傾向を記載】
■全体の相談件数
昨年度の同時期（8月末）に比べ10件（323件
→313件）減少。専門的、継続的支援の必要な
高齢者が20件（171件→191件）増加。相談内
容は「認知症」に関する相談は9件（44件→53
件）増加、「保健・医療」に関する相談は15件
（27件→42件）増えている。状況の悪化、重度
化してからの相談が増えていることが伺える。
また、[介護・福祉」に関する相談が23件（191
件→168件）減少、「施設入所」についての相談
が13件（28→15件）減少していることから、コロ
ナ禍でサービス利用を控えていることが予想さ
れる。継続支援件数は242件（1396件→1154
件）減少。
■地区（学校区）/世帯別相談内容傾向
各小学区とも高齢化率は上昇（33.59％～
42.41％）、上代、高岡を含む白銀小学校区の
高齢化が最も進んでいるが高齢者数に対する
相談割合はほぼ同じだった。世帯別にみると
総相談数313件中228件（72.52％）は独居（104
件）高齢者世帯（76件）独身の子との同居世帯
（48件）だった。状況確認を必要とする相談件
数（174件→195件）が増えていることから、相
談内容がより深刻化する前に安否確認を含め
た見守り支援が必要と思われる。

◎

【相談内容の傾向を記載】
■全体の傾向
相談件数は昨年度の同時期（～８月末）に比
べ、２６件増（２６０⇒２８６件）。家族との関係
性が悪く、キーパーソン不在の方や独居の方、
経済的に困窮している方、認知症や精神疾患
を抱えている方の相談が多い傾向がある。

■相談内容の傾向
介護・福祉サービスの相談が全体の３９％と例
年一番多い。また、コロナ禍において家族や近
所の方と関わる機会が減ったことで、独居・高
齢者世帯の方に対する状況確認の相談が昨
年より増えている。介護申請だけでなく、他機
関との連携や複数の課題を抱えるケースの相
談が増えている。

■地区別傾向
城、石川を含む根郷小学校区において、近所
のつながりによる支援がある一方、独居・高齢
者世帯で孤立してしまい問題が深刻化してい
る相談が多い。状況が分からず、状況確認を
要する相談が増えている。また、支え合いサー
ビスによる支援も増えている。六崎について
は、８５歳以上の方の相談が特に増えており、
山王２丁目は７０歳以下の方の相談が多い。
和田・弥冨地区は相談件数は少ないものの、
生活状況が悪化してから相談につながる事も
多く、生活困窮・身体状況悪化など複合的な課
題を抱えた相談も増えている。

24

○ ○ ○ ○ ○

圏域内における相談内容の傾向を把握し
ている。

相談事例解決のために、市町村への支援
を要請し、その要請に対し市町村からの
支援があったか。

１計　◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

地域における関係機関・関係者のネット
ワークについて、構成員・連絡先・特性等
に関する情報をマップまたはリストで管理
しているか。

相談事例の終結条件を、市町村と共有し
ているか。

相談事例の分類方法を、市町村と共有し
ているか。

１年間の相談事例の件数を市町村に報告
しているか。

毎月の相談件数の状況や件数の推移を
把握している。

相談者のプライバシー確保に関する市町
村の方針に沿い、プライバシーが確保さ
れる環境を整備しているか。

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

１計　◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

3



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

24-1

◎

①虐待対応ケース（緊急的に施設入所への支
援。その後も受診同行等で支援継続中）
②介護が必要な両親と、金銭的な問題を抱え
る同居の子に対するケース。（両親の措置によ
る施設入所に向け対応中。）

◎

・倉庫を居住地としている方に対し、障害者福
祉課、民生委員、自治会長と連携し、支援を継
続して行っている。
・ご家族が精神疾患がある方に対し、障害者福
祉課、すけっと、きらり、暮らしサポートセン
ター、担当ケアマネと連携し継続して支援を
行っている。 ◎

特に身寄りのない方や、高齢者以外の課題が
ある時などに障害福祉課・社会福祉課・こども
支援課などに支援協力の要請をしている。

◎

①適切に介護サービスが利用できない、ケア
マネやサービス事業所等に対して暴言等のモ
ラルハラスメントがあるケースでの対応方法等
を相談、制度の確認や支援を依頼した。
②認知症のある身寄りのない独居高齢者の
ケースで、親族調査や市長申し立てに向けて
相談。その後の支援も含め、後見人、警察、生
活安全課、郵便局、ぱあとなあ千葉、ケアマネ
と連携し対応している。
③虐待ケースで分離に向け相談、対応を依頼
した。

◎

①癌末期で病院に入院中だった利用者が、転
院・退院に向けて金銭の問題があり、またご家
族との同居・支援が難しいケース。退院までに
病院相談員・くらしサポートセンター・高齢者福
祉課・社会福祉課・社会福祉協議会・ケアマ
ネージャー・転居先の包括に連絡・相談しなが
ら支援を行った。
②認知症高齢者で家族関係が悪く、家族から
の支援が難しいケース。病院相談員・担当ケア
マネジャー・社会福祉協議会（自立支援）・高
齢者福祉課・ショート施設相談員・家族（子・
孫）と連絡・連携しながら支援を行った。

25

○ ○

相談集計表や継続支援表を作成している。

○ ○ ○

25-1

○ ○

総合相談において、ご家族の方が認知症の進
行など相談あった場合には同意を得て、ケアマ
ネに連絡している。 ○ ○

家族からの相談で担当介護支援専門員と連携
し、連絡票を用いて受診に繋げた。ほか、病
院・サービス事業所と連絡を取り合い、サービ
スの調整や課題の解決を行っている。

○

10 10 10 10 10 10

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(2)　権利擁護
26

○ ○ ○ ○ ○

26-1

○

パンフレットの配架及びわくわく体操会等で啓
発活動を行っている。

○

実施計画としては、ローズタウン・２区自治会１
００円喫茶（月１回）・京成玉野、西志津けんこ
う体操（年６回）、西志津はっぴー会（年４回）、
森の茶屋（年２回）・緑ヶ丘体操会（年６回）・民
児協（年４回）を出前講座としていたが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で出前講座が出来
ていないため啓発活動は行えていない。今年
度これからの計画としては、11月～12月にか
けて、中志津自治会、西志津自治会の役員会
に参加し啓発を行う予定。また、わくわく体操会
において、参加者にミニ講話を行っていく予
定。

○

パンフレットの配架の他、出前講座や各種教
室で案内している。

○

今年度の介護教室にて開催予定。
11月19日（金）の介護者教室「成年後見制度
について聞いてみよう～実際に後見人のやっ
ている仕事を紹介します～」にて実施予定。

◎

6月の介護者教室で成年後見と遺言書に関す
る内容で開催した。また、成年後見制度につい
てのパンフレットを相談窓口にて配架してい
る。

26-2

○

新型コロナウイルス感染症拡大のため中止と
なっていたが、緊急事態宣言解除後、12月11
日に印旛成年後見研究会へ参加予定。

◎

毎月1回千葉ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄの後見部メンバーと
電話による情報交換を実施しているほか、3月
に1度ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄの後見部メンバーと対面に
て情報交換の場を設けている。

◎

市が主催する検討会、市・県社協や専門団体
（社会福祉士会等）の開催する勉強会等があ
れば積極的に参加している。また、個別ケア会
議等で成年後見制度につなげる支援の話をす
ることがあり、そういった機会を活用して、弁護
士、司法書士、社協、NPO法人等の団体の
方々と情報交換をしている。
今年度は佐倉市成年後見支援センター主催で
開催した地域連携ネットワークづくり研修会ミ
ニシンポジウムに登壇者として社会福祉士が
出席している。

◎

困難ケース時に後見センターや裁判所と情報
交換を行っている。
 ぱあとなあ千葉主催「成年後見制度実務研修
（8/2）」に参加。千葉県社会福祉士会の主催
する活動等に毎月参加し、ぱあとなあ登録者
の方々と情報交換を行っている。 ◎

7/16佐倉市成年後見支援センター地域連携
ネットワークづくり研修会に参加した。他にも
ケースに対する支援方法について、成年後見
センターと情報交換している。
11月に後見センター主催の後見人のつどいに
参加予定。

26-3

○

診断書作成のための受診同行、本人情報シー
トの作成等必要に応じ行っている。

○

千葉ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ後見部と連携して申し立てか
ら成年後見開始までのサポートを実施した。ま
た東邦大学医療センター佐倉病院と診断書等
の調整を行った。

○

診断書作成のための受診同行や、本人情報
シート作成のため,医療機関とは必要に応じて
連絡調整を図っている。

○

医療介護連携推進事業において、佐倉・南部
圏域を中心に共通連絡票を活用し、連絡調整
を行っている。
4/6には困難事例に対して自宅へ後見セン
ター職員と訪問。訪問状況を踏まえ市役所、入
院先の病院との連携を図りながら、成年後見
申立てに繋げている。

○

医療介護連携共通連絡票や必要時受診同行
を行い、診断書・情報シート作成のため、医療
機関と連絡調整を行っている。状況によって
は、成年後見センターに支援方法について相
談し、連携しながら対応している。

27

○

マニュアルに即し、相談を受けた時は速やか
にセンター内で協議、高齢者福祉課へ報告し、
必要時は役割分担して対応している。

○

市とセンターで作成したマニュアルを参照して
対応。相談が入ったら、すぐにセンター内で対
応方針について検討、関係者への事実確認を
しながら、市とも協議。速やかに（２４時間以
内）に安否確認を実施している。訪問は、複数
名で対応している。

○

市とセンターで作成したマニュアルを参照して
対応。相談がはいったらすぐに、センター内で
対応方針について検討。関係者への事実確認
をしながら、市とも協議。
関係機関とも連絡を取り合いながら、速やかに
（48時間以内）に安否確認を実施している。訪
問時には必ず複数名（内１名は医療職）で対
応するようにしている。

○

市とセンターで作成したマニュアルを参照し、
対応している。
相談が入ったらすぐに、センター内で対応方針
について検討。関係者への事実確認をしなが
ら、市とも協議している。
関係機関とも連絡を取り合いながら、速やか
（48時間以内）に安否確認を実施し、訪問時に
は複数名で対応するようにしている。

○

虐待対応マニュアルを参照して対応。
通報内容に応じて速やかに包括内で共有し、
複数人の職員で対応している。また、介護支
援専門員やサービス事業所などの関係機関に
状況を確認し、痣の有無や本人の様子などの
確認の依頼をしている。

27-1

○ ○

実施計画としては、ローズタウン・２区自治会１
００円喫茶（月１回）・京成玉野、西志津けんこ
う体操（年６回）、西志津はっぴー会（年４回）、
森の茶屋（年２回）・緑ヶ丘体操会（年６回）・民
児協（年４回）を出前講座としていたが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で出前講座が出来
ていないため啓発活動は行えていない。今年
度これからの計画としては、11月～12月にか
けて、中志津自治会、西志津自治会の役員会
に参加し啓発を行う予定。また、わくわく体操会
において、参加者にミニ講話を行っていく予
定。

○

地域の集まりで、高齢者虐待の防止・早期発
見について話をしている。また、虐待の早期発
見を含む「高齢者の見守り」というテーマでの
出前講座を準備している。

○ ○

高齢者虐待の防止と早期発見のための
住民への啓発を行っている。

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

成年後見制度の市町村長申し立てに関す
る判断基準が、市町村から共有されてい
るか。

成年後見制度に関する普及啓発の取組
を行っている。

成年後見制度に関する関係機関との定期
的な会合や情報交換等の場に参加してい
る。

申立が円滑に行われるよう、地域の医療
機関との診断書等の調整や連絡を行って
いる。

高齢者虐待事例及び高齢者虐待を疑わ
れる事例への対応の流れについて、市町
村と共有しているか。

センターだけでの対応が難しい場合には、
市への相談や支援要請を行っている。

家族介護者からの相談について、相談件
数や相談内容を記録等に残して取りまと
めているか。

家族介護者からの相談について、本人の
同意を得たうえで、担当する介護支援専
門員との情報共有を行い、解決につなげ
ている。

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

4



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

27-2

○

新規職員が入職したときは、マニュアルに沿っ
て説明を行っている。また、対応時各職員に
OJTにてマニュアルの確認をしている。千葉県
主催高齢者虐待防止対策研修に参加
（8/30）。 ◎

保管場所でいつでも職員が閲覧できるようにし
ている。新任者は、８月に県主催オンライン研
修を受講。
法人内研修で年1回1時間程度研修会を行って
おり、9月に実施した。また、包括内で個別の勉
強会も実施している。

○

佐倉市権利擁護支援マニュアルを全職員に配
布し、随時虐待対応の流れ等を社会福祉士を
中心に説明・助言を実施している。

◎

権利擁護支援マニュアルを活用し、包括内で
現任者研修を行っている他、事業所内事例検
討を通して各自の対応力アップを図っている。

◎

権利擁護支援マニュアルはいつでも閲覧可能
な場所に保管している。虐待ケースの対応や
流れについては対応マニュアルを用いて振り
返りを行うとともに、虐待に関する事例検討会
を行っている。
10月に法人主催の権利擁護研修や1月にアシ
ストと合同事例検討会において、虐待疑いを
テーマに行う予定。

27-3

○

把握した場合、センター内協議の上、速やかに
報告し、記録を残すとともに報告書として提出
している。

○

通報を受けた時点で出来るだけ早期に訪問調
査を行うとともに市に報告している。支援経過
記録に記載し、月次報告には対応ケースはす
べて記載している。 ○

佐倉市権利擁護支援マニュアルに基づき、事
実確認及び記録・月次報告を実施している。事
実確認調査時は複数職員、ケースにより複数
職種で対応している。記録・月次報告は社会
福祉士が主担当で実施しているが、記録・月
次報告の流れについては、社会福祉士より他
職種へ説明している。

○

把握後、状況を確認し、包括内で検討を行って
いる。また、市役所に速やかに状況を電話等
で報告。市と連携が円滑に図れるようにカナ
ミックの記録を通して情報共有を図っている。
月1回の書式での経過報告を実施。

○

虐待ケースを把握した場合、速やかに包括内
で共有し事実確認を行うとともに、緊急性や支
援方法について協議している。把握した内容
については記録に残すとともに、虐待に該当し
なかったケースや虐待疑いのケースについて
も市に報告している。

27-4

○

高齢者福祉課等関係機関と協議し役割分担を
して支援に当たっている ○

関係者会議を行い、それぞれの役割や支援方
法を協議して実践している。 ○ ○ ○

27-5

◎

月初（毎月10日までの間）関係者及びセンター
職員間で、支援内容、現況を振り返りを行って
いる。また、必要に応じモニタリングを行ってい
る。

◎

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽや朝礼の場で意見交換を行ってい
る。年度末には継続ｹｰｽと終了ｹｰｽの整理を
行っている。

◎

支援者が判断や対応に迷ったり、センターとし
ての方針を確認する必要があると判断した場
合には、週１回のケース検討会議を活用し振り
返りを行っている。

◎

年度末に包括内で事例検討を実施し、今後の
対応について協議。対応別に整理し、リストを
作成している。

◎

週1回、ケース確認や会議において、虐待対応
に関して情報共有と振り返りを行い、支援終了
後も継続して関係機関に状況確認を行ってい
る。

28

○ ○

月１回、圏域内居宅介護支援事業所のケアマ
ネと交流会において情報提供や共有等の計画
をしていたが、上半期については、新型コロナ
ウイルス感染症のため未実施。11月に、圏域
の事業所のケアマネと虐待事例についての共
有と対応策について検討会を予定している。

○ ○

センター主催のケアマネサロンで検討する機
会を設けて実施するよう年間予定に盛り込ん
でいる。
ケアマネが虐待や成年後見申立等が必要な
ケースを早期に発見し解決できる知識を学ぶ
ことを目的としてケアマネサロン（ケアマネ向け
勉強会）を開催予定（11/18)。

○

コロナ禍において大人数が集まる会議は開催
していないが、ケアマネが担当する虐待ケース
について相談があった場合は、包括内でも対
応方法を検討するとともにケアマネや居宅事
業所とも対応策を話し合いを行っている。
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◎

消費者被害のケースはその内容を消費生活セ
ンターに報告、または来所頂き、対応が必要と
判断された場合は連携して対応する。 ◎

被害の相談があった場合には消費生活セン
ターに連絡して協力を求めたり、直接支援を依
頼したりしている。 ◎

消費者センターに積極的に助言を求めるよう
にしている。また、必要時には警察へも相談す
るようにしている。 ◎

総合相談時に消費者被害と思われる場合に
は消費生活センターや警察等と連携・情報共
有を図っている。また、消費生活センターや警
察から認知症の疑いがあって相談を受ける場
合もある。

◎

消費者被害に関する相談があった場合は、消
費生活センターや警察と連絡を取り合い、対応
方法を検討している。

30

○

民児協等で被害の内容についての情報を提
供している。

○

各機関と連携する際には事例として情報提供
するようにしている。

○ ○

地域の認知症予防運動教室に参加し、情報提
供を行った。また、ケアマネサロン（介護専門
員向けの研修会）で情報共有を図っている。
令和3年5月28日介護者教室「最近の詐欺の
手口を知ろう！！～詐欺に冷静に対応できる
ように、上手な断わり方などお話します～」を
開催。

○

30-1

◎

2か月に1回電話で情報交換、消費生活セン
ター職員が包括センターへ来所し情報交換を
行うこともある。また、消費者被害について地
域住民向け講座を3月の介護者教室にて企画
している。 ◎

3ヶ月に1回電話連絡にて消費生活センターと
情報交換を行っている。また、年2回は直接面
談して情報共有を行っている。

◎

定例で参加する民児協や地域の集まりにて、
消費者被害について情報交換を行っている。
消費者被害の最新情報については、消費者セ
ンターに確認するようにしている。

◎

介護者教室開催時や「佐倉市消費者生活セン
ター便り」発行時に内容確認し、消費者被害の
傾向等の情報収集を行った。
また、新しく発生している消費者被害の傾向も
確認している。傾向としては、訪問販売や電話
勧誘による住宅修理のトラブルや新型コロナ
ウイルス感染症に関する相談が多いとの情報
あり。最近はスマートフォンでの申込みした際
のトラブルの話も挙がっている。

◎

消費生活センターと連携し、情報共有してい
る。また11月の介護者教室にて講師を依頼
し、開催内容を検討していく中で消費者被害の
近況を確認している。また、地域において消費
者被害の情報があった場合は、民児協におい
て情報を共有するよう努めている。

14.0 14 14 14 14 14

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(3)　包括的・継続的ケアマネジメント支援
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◎

使用しているソフトの情報を活用している。各
居宅介護支援事業所のケアマネの新規担当
できる情報等を常に把握している。

◎

独自で事業所の一覧を作成し、各居宅介護支
援事業所のケアマネージャー数について把握
しており、その都度更新している。

◎

担当圏域・他圏域の介護支援専門員（主任含
む）の人数、氏名、連絡先等をリスト化してい
る。

◎

新規・閉鎖・名称の変更及び各居宅介護事業
所の介護支援専門員の人数、基礎資格等を
記載したリストを一覧表として作成し、把握に
努めている。

◎

担当圏域・他圏域の介護支援専門員に依頼し
た状況や情報がわかるように一覧にまとめて
職員が確認できるようにしている。

消費者被害に関し、センターが受けた相
談内容について、消費生活に関する相談
窓口または警察等と連携の上、対応して
いるか。

消費者被害に関する情報を、民生委員・
介護支援専門員・ホームヘルパー等へ情
報提供する取組を行っているか。

消費生活センター等との定期的な情報交
換を行い、消費者被害の動向の把握に努
めている。

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

担当圏域における居宅介護支援事業所
のデータを把握しているか。

高齢者虐待防止法、佐倉市地域包括支
援センター権利擁護支援マニュアルをセ
ンター全職員が理解している。

虐待（疑い含む）を把握した場合には、記
録に残し、速やかに市に報告している。

センター職員及び関係機関と役割を分担
して、本人及び養護者に対する支援を
行っている。

虐待対応終了後、支援の振り返りをする
機会を設けている。

センターまたは市町村が開催する高齢者
虐待防止に関する情報共有、議論及び報
告等を行う会議において、高齢者虐待事
例への対応策を検討しているか。

5



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部
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○

介護支援専門員向け定期開催交流会や、介
護予防のための地域ケア個別会議の日程を
提示している。

◎

　帝京大学に講師を依頼し、事例研究会の計
画をしていたが、新型コロナウイルス感染拡大
のため、未実施である。
　圏域内の居宅介護支援事業所の介護支援
専門員を集めて、事例検討会（虐待に関するこ
と）を計画し、8月に実施した。

◎

介護支援専門員には「自立支援に向けた個別
ケア会議」「情報交換会及び勉強会」を計画し
て提示している。
介護支援専門員より情報交換の場を持ちたい
との希望があったため、地域ケア会議の後に
交流会を設けている。

◎

　年度当初に年間計画を作成し、圏域内事業
所に配布している。
　居宅介護支援事業所が求める研修内容を主
任介護支援専門員が配置されている事業所に
確認・相談し、内容を検討している。
　前年は実地指導、後見、虐待、生活支援、認
知症についてのケース検討を行ったことを鑑
み、今年度は社会資源・生活支援サービス・予
防に資する地域ケア会議・障害から介護への
移行についてを予定している。
　圏域の居宅介護支援事業所（佐倉市社会福
祉協議会、佐倉白翠園、生活クラブ風の村・ま
ごの手・あずみ苑高岡・よろこび・ニチイケアセ
ンター、ソルシアス佐倉）に3カ月毎に包括主任
介護支援専門員が出向き、聞き取り相談を実
施。
　日頃から月1回のケアマネサロン開催時に座
談会を行い、介護支援専門員から相談される
内容から研修テーマに出来るように聞き取りを
行っている。
　ケアマネサロンは5回開催。座談会は各回の
最後に時間を設けてケアマネが自由に意見交
換を行えるようにしている。
　居宅事業所への訪問は4月、7月に実施。ケ
アマネからはケアプランに関する事、生活困窮
の支援、新型コロナウイルス感染症に伴う対
応、介護保険改正に伴う算定について、介護
予防のための地域ケア個別会議について、人
員配置について等多岐に渡って相談や意見を
頂いている。
　頂いた意見については、今後のケアマネサロ
ンや5包括合同で実施を検討している勉強会
や他の会議での意見として提案している。
　

◎

圏域の主任ケアマネとの意見交換会を開催
し、ケアマネが求める内容について確認・相談
し、年間計画を作成している。また定期的にケ
アマネからの相談内容を基に勉強会の内容を
検討し、ケアマネに案内している。コロナ禍で
ケアマネジャー同士集まる機会も減少している
ため、「つながりを持つ機会を作ってほしい」
「事業所とケアマネジャーの顔合わせの場が
欲しい」といった意見も聞かれた。
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◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
■個別ケア会議
5/24（服薬管理）18人
6/25　（消費者被害対策）　5人
6/28（骨粗鬆症に良い食品と調理方法）8人
8/23（意欲引き出すケアプラン）2件　8人
9/27（階段昇降困難事例）8人

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
・ケアマネからの相談により個別ケア会議3件
開催
①5/25　参加者5名（対象者の今後の対応につ
いて）
②6/11　参加者5名（対象者に関する支援体制
づくりと共有）
③8/18　参加者3名（対象者の家族関係の確
認と共有、今後の関わり方について）
（事例検討会）
・帝京大学に講師を例年依頼し精神疾患のあ
る方への事例研究会を計画していたが、コロナ
ウイルスのため未実施となっている。
（交流会）
・民生委員と圏域内居宅介護支援事業所のケ
アマネとの交流会を計画していたが、緊急事態
宣言となり、民児協が中止となって未実施であ
る。
事例検討会・交流会については、今後の状況
を見て実施へ向けて計画していきたい。

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
■自立支援に向けた地域ケア会議（個別ケア
会議）の開催
4/13　15名参加　「本人が担い手として活動で
きるようになるためには専門職がどのように関
わったら良いのか。」
5/11　14名参加　「転倒なく外出するにはどの
ような支援が必要か。地域の支援は。」
6/15　17名参加　　①「自分らしく家で生活を続
けていくためには。」　②「代理受診をしている
方に対して本人家族へのアプローチ方法」
9/14 15名参加　①「足のしびれを訴える方に
対して前向きにリハビリに取り組んでもらうに
は。」②「病気のコントロールができ、活動的に
なるには。」
10/12,　11/15　自立支援に向けた地域ケア会
議を開催予定

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
・4月に介護支援専門員向けに「生活支援につ
いて」アンケートを実施。
・6/16のケアマネサロンにおいてアンケート結
果をもとに15名で意見交換を行い結果及び対
応策を配布。また、今年度から圏域内居宅事
業所を包括の主任介護支援専門員が訪問し
て『地域包括支援センターだより』・『ほけんだ
より』・『生活支援コーデイネーター通信』を持
参して顔を合わせて介護支援専門員が悩みを
聞くなど相談しやすい環境を模索している。な
お、日頃から介護支援相談員の不安を軽減
し、安心して業務を行える様に必要な情報提
供等を行いサービス担当者会議・個別地域ケ
ア会議に積極的に参加し介護支援専門員の
支援に当たっている。
・介護支援専門員からの意見により5/19南部
地域包括支援センターと合同にて「介護予防
のための地域ケア会議」、10/19「障害との共
同支援事例検討」を開催。
・介護支援専門員から相談があったケースに
対して地域ケア会議の開催を支援（計5回）。
①5/17　7人②6/24　10人③7/9　11人④7/19
10人⑤8/17　6名。　内容は、金銭管理、サー
ビス利用向けた調整、支援体制の構築、今後
の方向性について。

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
■ケアマネ研修
5/12　佐倉南部圏域　合同勉強会　２４名
（介護予防のための地域ケア会議について）

■地域ケア個別会議
　・5/19　４人（通いの場参加への支援策、意
欲向上に向けて）
　・7/21　５人（施設における通いの場づくり、
地域の男性の集いの場）
　・9/13　６人（高齢の親と障害のある娘の今
後の生活・支援方法について）
　・9/15　４人（引きこもりの方の地域貢献に向
けて、地域の互助活動の充実）

■地域ケア圏域推進会議
8/26
　・城・松ヶ丘地区　５人（移動販売を通して交
流の場へ）
 ・神門・馬渡地区　６人（コミュニティ活動再開
に向けて）
 ・大崎台２・３丁目地区　６人（地域交流の活
性化に向けて）

34

○

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
情報交換会
定期開催（1回/月）8～10人の介護支援専門
員と訪問看護事業所、薬剤師、栄養士などの
多職種との意見交換を行う予定であったが、
新型コロナウイルス感染症拡大のため開催を
見合わせていた。
10/28に志津コミュニティーセンターにて情報
交換会を開催予定。今後も偶数月に開催を予
定している。

○

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
・民生委員と圏域内の居宅介護支援事業所の
ケアマネと交流会を計画していたが、未実施で
ある。今後は、地区ごとで担当地区の民生委
員と圏域の居宅介護支援事業所との交流会開
催に向けて調整中。 ◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
地域ケア会議開催（4/13、5/11、6/15、7/14）
で関係機関・関係者が集まることを活用し、会
議終了後に関係機関との意見交換の場を設
けて行っている。

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
佐倉・南部地域医療介護連携（さきいか）をリ
モート等を活用して4/20、5/10、6/3、6/17に
実施。参加医療機関は、佐倉中央病院、厚生
園、みつば脳神経クリニック、内容は、地域連
携・人生会議の普及についての意見交換を
行った。

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
佐倉・南部地域医療介護連携（さきいか）の会
議を開催。（4/20、5/10、6/3、6/17）
内容（地域連携・人生会議の普及について）
・4/14　南部圏域主任ケアマネ　意見交換会
６名
・6/16　南部圏域ケアマネ　意見交換会　９名

介護支援専門員を対象にした研修会・事
例検討会等の開催計画を策定し、年度当
初に、指定居宅介護支援事業所に示して
いるか。

介護支援専門員に対するアンケート・意見
収集等についての市町村からの情報提供
や、市町村による研修会の内容等を踏ま
え、地域の介護支援専門員のニーズや課
題に基づく事例検討会や、個別事例を検
討する地域ケア会議等を開催している
か。

担当圏域の介護支援専門員のニーズに
基づいて、多様な関係機関・関係者との
意見交換の場を設けているか。

6



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

34-1

○

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
新型コロナウイルス感染症拡大のため開催を
見合わせていたが、小規模多機能型居宅介護
事業所と事例検討会の開催を予定している
（R4.2開催予定）。

○

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
・11月に虐待事例についての振り返りとして、
ケース担当の居宅介護事業所管理者、担当ケ
アマネジャー等と連携して、事例検討会の開催
を予定している。

○

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
1月～3月に圏域事業所を対象に事例検討会
開催を計画している。（内容は高齢者虐待につ
いてを検討している）

○

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
南部包括支援センターとの合同研修会を
10/19「障害支援との連携事例検討」開催予
定。

○

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
ケアマネとの意見交換会の内容を基に、
10/19に佐倉南部合同でケアマネ事例検討会
を実施予定。

34-2

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
5月に、志津北部・南部圏域の居宅介護支援
事業所を対象とした介護予防のための地域ケ
ア個別会議についての勉強会を高齢者福祉
課から講師として招き、志津南部包括と合同で
開催した。（ファーストステージ、くつろぎの里、
エクセレントケア志津、ユーカリが丘居宅介護
支援事業所、あずみ苑井野、ゆたか苑）
また、12/22訪問看護・リハビリステーション事
業所との勉強会を開催する予定。

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
5月に、志津南部・北部圏域の居宅介護支援
事業所を対象とした介護予防のための地域ケ
ア個別会議についての勉強会を高齢者福祉課
から講師として招き、志津北部包括と合同で開
催した。
（ファーストステージユーカリが丘、くつろぎの
里、エクセレントケア志津、ユーカリが丘居宅介
護支援事業所、あずみ苑井野、ゆたか苑）

○

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
オーケーサービスと合同での福祉用具の講演
会を予定していたがコロナ禍により延期となっ
ており、今年度開催できるように計画してい
る。

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
7/14「生活困窮者の自立支援」
くらしサポートセンター佐倉および居住支援くら
せるからの講師協力により実施。
佐倉白翠園、風の村、はちす苑、さくら苑、厚
生園、ニチイ、そよ風、さくらリハビリ、O２サー
ビス　計17名参加。

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
介護予防のための地域ケア個別会議の開催
にあたり、市職員に講師を依頼し、勉強会を開
催した。
（佐倉南部合同）まごの手、ニチイ、風の村、厚
生園、社協、白翠園、よろこび、O２、あおい
南、プロローグ、優の和、マーチン、ときわの
杜、はちす苑

35

◎

わくわく体操会、ラジオ体操会等にて保健師に
よる出前講座を実施した。（4月3回、5月1回、6
月1回、7月3回、8月4回）
■内容
ワクチン接種、感染症予防、フレイル予防、夏
の健康管理　保健師による出前講座

また、センター独自に予防体操動画を作成し
集いの場にて公開、一緒に体操を実施した（5
月2回、8月1回、9月1回）。

◎

介護保険制度、介護保険申請について、緑ヶ
丘わくわく体操会で６月に出前講座を実施し
た。
介護制度、施設について上志津わくわく体操
会、西志津はっぴー体操、で出前講座を計画
をしていたが、コロナウイルスのため未実施。
今後、地域ごとで民生委員と交流会において
出前講座を行っていく予定で話し合っている段
階にある。

○

地域包括支援センターについて紹介する機会
をもらった時には介護予防や自立支援につい
ての内容に説明をしている。民生委員や地区
社協に対しては個別ケア会議を通じて、介護
支援専門員の業務や介護予防・自立支援の
考え方について学んでいただく機会としてい
る。今年度は出前講座の開催依頼が来ていた
が緊急事態宣言になり中止。今後、日程調整
を行うなかで開催をしていく予定。

◎

千成地区住民サロンからの要請にて6/27、
9/26当センターの主任介護支援専門員が講
師として出向き「軽度認知症の方への地域サ
ポートについて」「こんなご近所さんが～事例を
基に話し合い」出前講座を行い、対応について
助言を行った。 ◎

コロナ禍の状況を見ながら、地域からの要望
や包括からの働きかけで出前講座を開催する
ことになった際は、介護予防や自立支援につ
いて説明している。7月に坂戸地区で出前講座
を実施した。

36

○ ○ ○

相談を受けた内容については「相談受付表」を
作成して整理・分類している。

○

介護支援専門員からの相談内容を分類・件数
把握を行いリストを作成している。
　また、活動記録簿に①プラン作成技術指導
②担会支援③困難事例/指導・助言④制度確
認⑤その他　の項目を作成、分類して件数や
内容、相談者がわかるようにしている。

○

36-1

◎

相談を受ければ随時指導、助言を行い、必要
時には病院と連携し受診同行、入院支援や、
入所支援、サービス利用拒否の利用者に対す
るCM後方支援等を行う。 ◎

介護連携システム（カナミック）及び相談集計表
にて分類し把握している。年３７件相談があり、
困難事例が６件の事例に対する助言や必要に
応じ同行訪問を行っている。 ◎

要介護の方を担当している介護支援専門員に
対して9月末までに23件の困難事例に対して
一緒に対応している。センターの事務所で相談
を受けるだけでなく、状況確認のため必要があ
れば同行訪問を実施している。必要に応じて
個別ケア会議の開催を提案・支援するなどして
いる。

◎

コロナ禍においても定期的に実施しているケア
マネサロン座談会等において悩みの有無を確
認し、必要な支援を行っている。日頃から相談
しやすい環境作りに配慮して今年度から3カ月
毎に圏域内居宅支援事務所に訪問、困難事
例等の共有を図り個別地域ケア会議の開催支
援に繋げている。

◎

介護支援専門員から困難事例について相談
があった場合に、同行訪問や状況確認を行い
支援方法を検討している。必要に応じて個別
ケア会議の開催を提案・実施し、その後のモニ
タリングも行っている。

9.0 9 9 9 9 9

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(4)　地域ケア会議
37

○ ○ ○ ○ ○

38

○

5月に志津南部包括と合同で勉強会を開催し
た。また、歯科医院、薬局等関係機関には訪
問し周知活動を行った。

○

介護予防のための個別ケア会議について、参
加者に事前に運営方針をセンター内で共有し、
会議出席者に事前に趣旨について説明し、今
後の役割の共有をしている。個別圏域推進会
議においても事前にセンター内で共有し会議
の目標を立てて開催。地域の専門職や地域の
方にも事前に運営方針等について紙面で周知
している。圏域推進会議においては、後日会議
の報告書を紙面にして渡している。

○

センター職員・会議参加者には事前に説明。
民児協にてケア会議の主旨について説明をし
ている。

○ ○

39

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内容
を記載】
■検討事例数
6件
■関係者
薬剤師、管理栄養士、理学療法士、保健師、
生活支援コーディネーター　、消費者センター
■内容
栄養管理、服薬管理、ADL維持について ○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内容
を記載】
■検討事例数
2件
■出席した関係者
高齢者福祉課、障害福祉課
■内容
情報共有と役割分担を行った。

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内容
を記載】
■検討した事例数
4件　（4月1件、7月１件、8月2件）
■出席した主な関係者
医療関係者、市関係各課、介護関係者、障害
関係機関、後見センター、社協、民生委員、く
らしサポート、地域団体、生活支援CD
■主な検討内容
独居の若年性認知症当事者への支援方針に
ついて、後見人決定後の本人・家族支援方針
について、退院支援方針について

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内容
を記載】
■検討事例数
計8件　（5/12、5/17、5/18、6/24、7/6、7/9、
7/19、8/17）
■出席した主な関係者
出席者：家族、サービス事業所、CM、ケアマ
ネ、後見人、高齢者福祉課
■内容
金銭管理、後見、生活支援、関係者の調整、
虐待、今後の方向性について

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内容
を記載】
■事例検討数
７件
■出席した主な関係者
市職員、サービス事業所、リハビリ専門職、薬
剤師、管理栄養士、社協、くらしサポートセン
ター、民生委員等
■内容
自立支援に向けての支援方法や地域資源の
活用、見守り体制や今後の方向性・支援方法
について

センター主催の地域ケア会議において、
個別事例について検討しているか。

介護支援専門員から受けた相談事例の
内容を整理・分類した上で、経年的に件数
を把握しているか。

困難事例に対応する介護支援専門員に
対して、指導・助言の場を設けている。

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

地域ケア会議が発揮すべき機能、構成
員、スケジュール等を盛り込んだ開催計
画が市町村から示されているか。

センター主催の地域ケア会議の運営方針
を、センター職員・会議参加者・地域の関
係機関に対して周知しているか。

介護事業所とセンターの合同の事例検討
会の開催または開催支援を行っている。

介護事業所とセンターの合同の講演会・
勉強会等の開催または開催支援を行って
いる。

介護支援専門員が円滑に業務を行うこと
ができるよう、地域住民に対して介護予
防・自立支援に関する意識の共有を図る
ための出前講座等を開催しているか。

7



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

40

◎

介護予防のための地域ケア個別会議（6事例）
5/24（服薬管理）
歯科医、歯科衛生士、管理薬剤師、管理栄養
士、理学療法士、SC
6/25　（消費者被害対策）消費者センター、民
生委員、SC
6/28（骨粗鬆症に良い食品と調理方法）
管理薬剤師、管理栄養士、理学療法士、保健
師、SC
8/23（意欲引き出すケアプラン_2事例）
薬剤師、管理栄養士、保健師、理学療法士、
SC
9/27（階段昇降困難事例）
薬剤師、栄養士、理学療法士、介護支援専門
員、SC

◎

・市主催の「介護予防のための地域個別ケア
会議」に出席。
・令和３年度運営マニュアル及び指針に沿っ
て、介護予防のための地域ケア個別会議を開
催。（５月、６月、７月）
○検討事例数
6事例
○出席した主な関係者
看護師、薬剤師、歯科衛生士、理学療法士
○内容
受診の際の移動支援、移動販売やコンビニ配
達等による買い物支援、地域活動の場づくり、
地域のサークル活動の参加、有償サービスの
利用、体調管理・地域の交流の場）
・８月に地域の介護予防リーダーや民生委員
に出席してもらい、地域ケア圏域推進会議を開
催。
・事業計画では、主任ケアマネと医療職と協働
で交流会を計画していたがコロナウイルスのた
め未実施である。今後、圏域の訪問看護事業
所と居宅介護支援事業所との交流会を調整
し、実施予定。

◎

「自立支援に向けた地域ケア会議」を4/13、
5/11、6/15、9/14に開催（6事例）。
「地域ケア圏域推進会議」を7/14に開催。開催
するときには、該当圏域の事業所を中心に参
加を依頼。また、医療・介護の専門職だけでは
なく、地域住民として民生委員、地区社協、支
えあいサービスの方にも参加をお願いしてい
る。「顔の見える関係づくり→ネットワークづく
り」を狙い、介護保健サービスでの対応だけで
はなく、地域の方による見守り・支えあいサー
ビスでの支援、圏域内事業所にも「地域の事
業所として何かできるのか」を考えていただく
機会にしている。結果、多職種連携による高齢
者を支える体制づくり、個別課題から地域課題
を考えることで自立支援・重度化防止について
の対応策を考える機会をしている。

◎

■検討事例数
計6件（5/26.6/23.7/28.9/22）
※7/28、9/22は同日に2件実施
■出席した主な関係者
居宅事業所（主任ケアマネ）、理学療法士、薬
剤師、整形外科
■内容
独居高齢者の在宅生活維持、意欲向上、自己
実現、外出機会、
■対策
会議の内容をフィードバックし、提案に対して
本人・関係者で検討・実現について相談・実施
している。

◎

介護予防のための地域ケア個別会議（検討事
例数_6事例（5/19、7/21、9/15）） において、助
言者として薬剤師やリハビリ専門職、管理栄養
士などに参加していただき、事例検討を行って
いる。
また、今後モニタリングについて地域ケア会議
にて報告を行っていく予定。

41

○ ○

専門職によるケア会議のため、書面による同
意は得ていないが、会議開催前に個人情報に
ついて他言しないよう周知し、再度確認してい
る。

○

地域ケア会議では個人情報の取り扱いについ
て口頭にて注意を促している。

○ ○

42

◎

会議終了後速やかに課題や検討事項をまと
め、5日以内に参加者へ議事録を郵送する体
制を維持している。

◎

介護予防のための地域ケア個別会議、地域ケ
ア個別会議、地域ケア圏域推進会議において
会議録をまとめ、共有している。また、欠席と
なった方に対しても報告書を配布している。

◎

個別ケア会議は議事録を作成しているが、個
人情報に関することが多いので全員配布はし
ていない。事例提供してくれた介護支援専門
員とは情報の共有を行い、その後の経過を確
認するようにしている。地域ケア圏域推進会議
は今年度は2回開催の計画を立てており、7月
に第1回を開催、第2回目は令和4年1月に開催
予定。第2回目終了後、各回で挙がった意見な
どを地域の参加者で共有できるよう検討してい
る。

◎

検討内容は議事録を作成し、参加者にメール
等で報告している。

◎

会議の内容や課題について議事録を作成し、
参加者に送付している。また、会議内容を包括
内で共有し、参加できなかった方にも資料を送
付している。

43

○ ○ ○

4月に検討した事例に関しては、9月にモニタリ
ングを実施。 ○

定期的に電話や訪問によるモニタリングを実
施している他、居宅介護支援事業所と連携を
図っている。

○

44

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記載】
・7/9先崎地域ケア推進会議。地域での高齢化
が急速に進む中、独り暮らしで困っている方の
掘り起こしや移動支援に関すること。
・今後の予定として、11/26に、ユーカリが丘5
丁目の地域でエレベーターのないマンションに
住む高齢者の外出支援について地域ケア圏
域推進会議を開催予定。

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記載】
 ・自立に向けた介護予防地域個別ケア会議を
5月、6月、7月に開催した中で挙がった地域の
課題について、8月の地域ケア個別圏域推進
会議で検討を行った（地域の集いの場につい
て）。
・圏域の地域を対象とした地域ケア会議で、
「移動支援立ち上げに関して」・「今後の課題の
確認について」、地区ごとに２回に分けて12月
に開催予定。

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記載】
今年度実施した個別ケア会議より地域課題を
把握・抽出し、地域ケア圏域推進会議を開催
し、地域課題を検討している。令和3年7月に第
1回目を開催し、令和4年1月に第2回目を開催
予定としている。第1回目の地域ケア圏域推進
会議では、個別ケア会議で抽出された共通の
地域課題であった「食・栄養・口腔について」を
主なテーマとし、臼井地区社協圏域を対象とし
検討した。
【主な参加者】臼井・千代田圏域のケアマネ
ジャー、市内介護保険サービス事業所、地区
社協（支え合いサービス）、市社協、民生委
員、地域団体（通いの場・居場所等）、民間
サービス（コープ、ウエルシア薬局等）等

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記載】
圏域推進会議にて、圏域全体の課題として「受
診の問題点について」検討を行った。問題が
多くあることから、意見交換会も実施した
（9/29）。

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記載】
地域ケア圏域推進会議の内容を基に、地域住
民と検討している。
①松ヶ丘地区：移動販売に一人で行けない方
への支援を地域住民でできないか、検討して
いる。
②馬渡：共生型デイサービスの事業所を通し
て地域住民の交流の場として利用できない
か、事業所を交えて検討中。

45

◎

月間報告書の他にケア会議の資料を提出して
いる。 ◎

月次報告に指定様式以外の報告書及びアン
ケート集計を提出している。 ◎

月間報告書に加えて、自立支援に向けた個別
ケア会議については参加者名簿等の関連資
料を提出している。

◎

地域ケア会議開催月は、月次活動報告提出時
に、関連の議事録を市に報告している。 ◎

報告書とともに、議事録など関連資料を提出し
ている。

46-1

◎

議事録・検討内容まとめたものを作成し関係
者に郵送している。

◎

8月、1月に協議体での地域ケア会議を開催予
定としていたが、コロナウイルスのため未実施
であるが、例年通り、会議終了後、お礼状及び
報告書、アンケート集計を配布している。当日
欠席となった方にも報告書を配布している。

◎

自立支援に向けたケア会議について、個人情
報の取り扱いもあるため文書としてはお渡しし
ていないが、口頭にて民児協定例会などを活
用して報告している。

◎

検討内容は参加者に電話やメール等で連絡し
情報共有を行っている。

◎

報告書を作成し、参加者にはお礼文と共に報
告書を送付または手渡ししている。参加できな
かった方にも資料や報告書を送付している。
実施したアンケートを基に、次回の開催内容を
検討し住民に周知している。

センター主催の地域ケア会議における検
討事項をまとめたものを、市町村に報告し
ているか。

センター主催の地域ケア会議の検討内容
をとりまとめて、住民や関係者向けに周知
しているか。

センター主催の地域ケア会議において、
多職種と連携して、自立支援・重度化防
止等に資する観点から個別事例の検討を
行い、対応策を講じているか。

市町村から示された地域ケア会議におけ
る個人情報の取扱方針に基づき、セン
ターが主催する地域ケア会議で対応して
いるか。

センター主催の地域ケア会議において、
議事録や検討事項をまとめ、参加者間で
共有しているか。

地域ケア会議で検討した個別事例につい
て、その後の変化等をモニタリングしてい
るか。

センター主催の地域ケア会議において、
地域課題に関して検討しているか。

8



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

47-1

◎

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
高齢化が進む中で、地域の伝統行事や新たな
催しを行うことで若い世代に戻ってきてもらえ
るようなことができないか。また、独り暮らしで
困っている方については、個別訪問や隣近所
への協力依頼をおこない、連携しながら情報
収集等をおこなっていきたい。

◎

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
介護予防のための地域ケア個別会議、地域ケ
ア推進会議等において、地域課題について確
認している。移動支援と介護予防に対する課
題がある。
①移動支援について
地区からニーズ把握のためのアンケート調査
の結果、移動支援の必要性があるとの課題が
挙がっている。今後さらに課題について、確認
を12月に行う予定を計画している。
②介護予防
コロナの状況をみつつ、引き続きわくわく体操
会など地域での活動の場の拡大を図る必要が
ある。

◎

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
・親族と後見人等の役割分担がうまくできず
に、親族の負担が変わらなかったり、親族間で
のトラブルになることがある。後見人と関係機
関との連携がうまく行くよう、相互理解を深める
機会が必要。また、市民への後見制度の普及
啓発も必要。
・高齢者と精神疾患のある子が住む世帯への
支援。関係機関の円滑な連携のためケア会議
等をそれぞれの機関が積極的に開催する必
要がある。
・一人暮らしの方を見守る体制づくり。①個別
ケア会議を活用した体制づくり。②地域ケア推
進会議を活用し、町内会や各種団体に見守り
協力等について働きかける。③既存の協力団
体との連携。
・高齢者の外出支援。地区社協や社会福祉法
人などの地域密着した団体との課題共有。解
決方法の模索。

◎

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
・「8050問題では早期に当事者が相談できる
仕組み作りや街作り・地域で見守りが出来る
資源作り・経済困窮者に対する支援・健康管
理や受診に伴う支援・苦情に対する研修や検
討、介護者のストレス軽減について」、看護師
等の資格がある方が専門的な知識を生かした
場所づくりができないか提言。

◎

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
・住民の防災意識が高いため、市として見守り
体制を整えていくうえで、地域の防災対策と絡
めて話を進めていくと意識しやすいのではない
か。地域に出向いて、地域の防災・見守りの現
状を把握していくことも必要。（山王地区・根郷
角栄地区において）

11.0 11 11 11 11 11

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(5)　介護予防ケアマネジメント・指定介護予防支援
48

◎

センター内職員及び委託先居宅事業所に勉強
会及び地域ケア個別会議において周知してい
る。勉強会は月1回開催の予定であったが新
型コロナウイルス感染症拡大のため、今年度
は緊急事態宣言解除後の10月に開催予定。
5月に、市が講師として自立に向けた介護予防
のための地域ケア個別会議について勉強会を
志津南部包括と合同で開催した。

◎

毎月第１・３月曜日に16時から１時間程度包括
職員を対象に、介護予防ケアプランの勉強会
を行っている。また、毎月第３金曜日16時から
居宅介護支援事業所のケアマネを対象に勉強
会を計画していたが、コロナウイルスのため未
実施。5月に市が講師として自立に向けた介護
予防のための地域ケア個別会議について勉強
会を志津北部包括と合同で開催した。

◎

自立支援に向けた個別ケア会議を開催する前
に、センター職員、圏域の居宅介護支援事業
所に集まってもらい、「自立支援・重度化防止」
に資するケアマネジメント（基本方針）について
説明する機会を設けている。6/15には圏域の
介護支援専門員向けに市の担当者より「自立
支援に向けた地域ケア会議」勉強会を開催し
て周知。

◎

5/19南部地域包括センターとの合同研修会に
て「介護予防のための地域ケア個別会議につ
いて」ケアマネ向け勉強会を実施。（26名参
加）

◎

介護予防のための地域ケア個別会議開催に
伴い、佐倉・南部圏域の居宅介護支援事業所
のケアマネジャーに向けて、高齢者福祉課の
職員に講師を依頼し、自立支援に向けた市の
方針や地域ケア会議の取り組みの必要性につ
いて5/19に勉強会を開催した。

49

◎

地域の支え合い事業や見守りネットワーク、配
食サービスなどの資源（スマイルサービス、ふ
れあいサービス、お助け隊、レインボーシャト
ル、社協配食の和、１００円喫茶等）を必要に
応じ位置づけている。

◎

配食サービスや地区社協、シルバー人材セン
ターで行っている有償サービスを位置付けてい
る。福祉用具の自費サービスも位置付けてい
る。 ◎

民生委員、地区社協やボランティアグループ
等の地域団体、配食サービス事業所等の多様
な地域の社会資源を活用することを心掛けて
いる。 ◎

介護支援専門員の情報提供依頼により生活
支援コーディネーターと協力して生活支援（買
物・移動・傾聴・運動など）を社会資源（ヤック
ス移動サービス、風の村買物バス、千成ふれ
あいサービスなど）に繋いでいる。

◎

地区社協が行う支えあいサービスや社協・シ
ルバー人材センターが行っている移送サービ
ス、配食サービスなどの地域資源をサービス
計画書に記載している。

49-1

○

主任介護支援専門員に助言を貰い作成してい
る。

○

３か月に一度訪問にてモニタリング実施。サー
ビス事業所からのモニタリングの情報確認し、
課題の把握を行い必要時には再アセスメント
行い、本人、家族の状況確認しながら、一緒に
計画しサービス提供している。

○ ○

介護保険サービスに頼ることなく、本人が持つ
強みを生かすこと、地域のかかわりや資源を
活用することを意識してプランを作成するよう
職員へ周知している。

○

介護予防のための地域ケア会議において検討
した内容やサービス内容について、再度利用
者に対して必要なアセスメントを行い、ケアプラ
ンに反映している。状況の変化があった場合
には、評価を行いケアプランの変更を行ってい
る。
ケアプランについてケアマネジャーから相談が
あった場合には、利用者の現状に合わせて課
題について再検討し、評価をするよう努めてい
る。

50

◎

わくわく生活手帳や私らしく生きるを支える手
帳を活用している。

◎

わくわく生活手帳やふるさと体操のパンフレット
など配布している。

◎

としとらん塾で市作成の「わくわく生活手帳」を
積極的に活用している。「わたしらしく生きるを
支える手帳」も来客者や地域の集まりにて案
内している。

◎

わくわく生活手帳、ふるさと体操パンフレット、
ふるさと体操カードを活用するとともにとしとら
ん塾・介護者教室等で案内している。
また、窓口相談において必要な方には「ケアパ
ス」、「安心カード」、「認知症かな？一人で悩ま
ずよし相談！」、「私らしく生きるを支える手帳」
の活用を説明している。

◎

わくわく生活手帳や私らしく生きる手帳、佐倉
ふるさと体操のパンフレットやスタンプカードを
活用し、としとらんや出前講座などで案内して
いる。

51

○ ○ ○ ○ ○

51-1

○ ○ ○ ○

依頼先一覧表を作成し、スタッフ全員が偏りが
なく配慮するように喚起している。 ○

依頼先一覧表を作成し、偏りがないように配慮
している。

52

○

ケアマネ担当一覧表を作成し委託間の偏りが
出ないように配慮している。

○

サービス利用があった際、独自の一覧表に記
入し、把握するとともに委託先を記載している。
契約後は個別ファイルを作成し、管理してい
る。 ○

直営・委託利用者の介護認定情報、実績の有
無、評価・計画書の提出（更新）時期などを管
理するために、「件数報告書」というシートを作
成し、運用している。また、紙ベースでも委託
契約した利用者、サービス開始時期・終了時
期等を把握するようにしている。

○

台帳を作成し、書類が整っているか定期的に
確認し不備かある場合には提出して頂くように
依頼している。

○

ケアマネジャー担当一覧表を作成し、委託間
の偏りが出ないように配慮している。また、必
要書類が揃っているか適宜確認し、把握して
いる。

7.0 7 7 7 7 7

100.0% 100% 100% 100% 100% 100%

51.0 51 51 51 51 51

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

３　事業間連携（社会保障充実分事業）

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

２計　◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

２計　◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

介護予防ケアマネジメント・介護予防支援
のケアプランにおいて、保険給付や介護
予防・生活支援サービス事業以外の多様
な地域の社会資源を位置づけたことがあ
るか。

介護予防ケアマネジメント・介護予防支援
のケアプランにおいて、利用者の課題を
見立て、的確な評価を行い、作成している
か。

利用者のセルフマネジメントを推進するた
め、市町村から示された支援の手法を活
用しているか。

介護予防ケアマネジメント・介護予防支援
を委託する際の事業所選定の公平性・中
立性確保のための指針が市町村から示さ
れているか。

個別支援にあたり、特定の事業所または
サービスに偏らないように配慮している。

介護予防ケアマネジメント・介護予防支援
を委託した場合は、台帳への記録及び進
行管理を行っているか。

複数の個別事例から地域課題を明らかに
しているか。

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

自立支援・重度化防止等に資するケアマ
ネジメントに関し、市町村から示された基
本方針を、センター職員及び委託先の居
宅介護支援事業所に周知しているか。

9



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

53

◎

6/4天本クリニックにて事例検討会を実施した
（7名参加）。今後は12/15に志津コミュニティー
センターにて事例検討会を開催予定。

○

東邦大学医療センター佐倉病院の主催で１１
月に認知症の研修会に包括より認知症初期支
援チームとして事例発表する予定にある。

◎

コロナ禍により、予定していた宍戸内科との事
例検討会は休止中。コロナの状況が落ち着き
次第、例年2か月に1度実施している検討会の
再開を検討している。自立支援に向けたケア
会議に、看護師、リハビリ専門職、薬剤師、管
理栄養士にも参加してもらっており、この場を
活用して事例検討を実施している。

◎

8/17ケア会議を開催した場を活用して、医師、
訪問看護師、ケアマネジャー、高齢者福祉課
で「親子の相互依存関係の解消について」事
例検討を行った。

◎

介護予防のための地域ケア個別会議におい
て、助言者として薬剤師やリハビリ専門職が参
加しており、この場を活用して事例検討を行っ
ている。
また、佐倉南部医療介護連携（さきいか）にお
いて昨年度実施したコロナ禍における退院支
援についての振り返りを行った。

54

○

6月　精神障害にも対応した地域包括ケアシス
テム構築研修会、脳血管疾患の地域医療・介
護の会へ参加
8月　高次脳機能障害地域支援者向け講座に
参加。
令和4年3月に、志津北部圏域認知症サポート
医による講演会を志津コミュニティーセンター
にて計画。 ○

事業計画において、主任ケアマネと医療職協
働で年２回、病院のソーシャルワーカー・訪問
看護・薬剤師など医療関者、圏域内の居宅介
護事業所の交流会を計画していたが、コロナウ
イルスのため未実施である。今後、病院医師
から交流会の提案があり、実施へ向けて調整
を図る。

○

脳神経外科医師主催の認知症研修会（6/30）
へZOOMで参加した。

◎

5/15NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国
ネットワーク第26回全国の集いin長崎おむら
2021プレ大会「コロナと人生会議～コロナ禍に
おける退院支援アンケート結果からみえてきた
もの～」
6/17　佐倉・南部地域医療連携会議勉強会
「ACPについて考える」
参加者（佐倉中央病院、さくら風の村訪問診療
所、みつば脳神経クリニック、佐倉厚生園、佐
倉市高齢者福祉課、佐倉・南部地域包括支援
センター）
6/30脳神経疾患の地域医療・介護の会「認知
症：最新診療のトピックス」「認知症の人を地域
で診ていくときの問題点について」に参加。

◎

6/17　佐倉・南部地域医療連携会議勉強会
「ACPについて考える」を行った。
参加者（佐倉中央病院、さくら風の村訪問診療
所、みつば脳神経クリニック、佐倉厚生園、佐
倉市高齢者福祉課、佐倉・南部地域包括支援
センター）

55

○

カンファレンスに参加している。

○ ○ ○ ○

55-1

○

生活連携シートを活用している。

○

入退院時に連絡調整や情報提供及び、随時連
絡調整を行っている。

○

入退院相談や介護申請があったときには病院
の医療相談室・看護相談室に情報提供を行
い、連携を図るように努めている。

○

家族からの相談に対して、医療的な支援や病
院との連携が必要な際は、早期に医療介護連
携共通連絡票を活用するなどして、情報共有
を図っている他、病院からの相談に対しても、
必要に応じて自宅への訪問対応なども行って
いる。

○

医療から介護、介護から医療に連携が必要な
場合に、医療介護連携共通連絡票や電話など
で情報を共有し、連絡調整を行っている。

55-2

◎

（1）地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
①認知症状は無いが協力を得られる親族がい
ない独居高齢者
②認知症かつ家族も適切に情報伝達できない
ケース
（2）解決に向けた取組内容を記載
①市に親族調査依頼、医療・介護機関に民間
の保証人協会を案内。
②医療介護連携シートの活用。医療機関に提
供し活用方法を説明。

◎

（１）地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
ケアマネより医療との連携が難しい。病院から
気になる人がいても相談先がわからない
（２）解決に向けた取組内容を記載
病院に包括より確認の支援をしたりケアマネ
ジャーに同行しカンファレンスへの参加や退院
後に訪問を行った。

◎

（１）地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
市内の病院・圏域内の診療所と、連携は取り
やすくなっている。介護支援専門員や介護施
設（通所・短期入所・入所等）との連携や相互
理解が深まるような取り組みが必要。診療所
には、包括や介護の業務について理解してい
ただくように心掛けている。
コロナ禍の中で今まで実施していた医療・介護
の交流会が開催できなくなっている。
（２）解決に向けた取組内容を記載
圏域内の診療所に包括のことを理解していた
だくこと、気軽に相談のできる体制を作ること、
合同の研修会等の開催を視野に挨拶回り、を
行っている。
医療・介護連携共通連絡票と生活問診票の配
布の際に地域包括のPRに努めた。受診同行
や照会など日頃から顔を合わせる機会を作る
ことが重要と考えている。

◎

（1）地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
①地域の医師との顔の見える関係づくり・連携
（多職種で課題を共有するための取り組みが
必要）
②在宅医療に関すること（訪問診療と地域の
医院・クリニックと急性期病院が連携し、地域
ぐるみの多様な看取り体制の構築、リビング
ウィルについて考える機会つくり、外来受診時
の連携、医療から介護へ早い段階での連絡相
談がくる体制つくり、受診時のサポート）
③看取りの体制つくり（啓発）
（2）解決に向けた取組内容を記載
①佐倉・南部地域医療介護連携の会（さきい
か）にて課題の整理を行い、人生会議につい
て勉強会を実施。
②佐倉地域圏域推進会議にて受診の流れを
確認し課題整理を行い、問題解決に向け意見
交換会を開催。

◎

（１）地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
医療介護連携共通連絡票を用いて、佐倉市内
の医療機関との連携は図りやすくなっている。
今後も、通院時の手段や在宅医療に関する市
民への啓発、多職種連携に向けた顔の見える
関係づくりなどの課題について検討していく。

（２）解決に向けた取組内容を記載
医療介護連携共通連絡票・生活状況問診票
の更なる活用・啓発
顔の見える関係性づくりを図るため、多職種に
よる事例検討会や勉強会の開催
地域の資源の把握・活用

56

○ ○ ○ ○

対象者として終了後も介護者教室・オレンジカ
フェ等に参加してもらい情報共有を図ってい
る。 ○

56-1

◎

認知症初期集中支援チーム員会議にて医師と
情報を共有し、サポート医と対応方法等検討し
ている。 ◎

月に一度東邦大学医療センター佐倉病院の脳
神経内科の医師と看護師、公認心理師と会議
を開催。今年度より精神科医の往診を開始し、
5月と7月に実施。

◎

月1回のチーム員会議は感染予防のため
ZOOM 会議を利用して開催し継続している。会
議以外でも必要に応じて個別相談もできる関
係性を作っている。

◎

認知症初期集中チーム員会議を月に1回開催
している。また、感染予防の観点から対面によ
る会議が困難な状況にあっても電話やリモート
会議による対応を検討。

◎

初期集中支援チーム員会議を月1回開催し、
支援方法や今後の課題について検討してい
る。会議以外でも、定期的に電話などで連絡を
取り、情報共有しながら連携を図っている。

56-2

◎

【認知症への地域の取組を記載】
認知症サポーター養成講座の開催。
オレンジカフェ：月に一度、地域のカフェを借り
て開催。作詞作曲したテーマソング（こんぺい
とう）をYou Tube配信。
R4.1に認知症高齢者声かけ訓練を実施する予
定で計画を進めている。

◎

【認知症への地域の取組を記載】
地区社協、自治会、金融機関、薬局、スー
パー、商店、小学校、中学校など訪問し、認知
症に関する啓発活動を実施。
9月：11月の上志津で認知症高齢者声かけ訓
練の実施へ向けて認知症サポーター養成講座
を実施した。
11月：上志津地区での認知症高齢者声かけ訓
練を実施に向け、開催準備を進めている。

◎

【認知症への地域の取組を記載】
■地域ケア会議
今年度は個別ケア会議に認知症地域支援推
進員が参加し個別事例を検討する個別ケア会
議で認知症関係施策の情報提供を行うように
している。抽出された地域課題について検討
する地域ケア圏域推進会議開催時も参加者に
対して認知症関係施策の情報提供を行うよう
にしている。
【主な参加者】臼井・千代田圏域のケアマネ
ジャー、市内介護保険サービス事業所、地区
社協（支え合いサービス）、市社協、民生委
員、地域団体（通いの場・居場所等）、民間
サービス（コープ、ウエルシア薬局等）等

■認知症初期集中支援チームとの連携
対象者の訪問に認知症地域支援推進員も同
行（チーム員と兼務）し、当事者・家族へ認知
症カフェや介護者教室、地域資源の情報提供
を継続的に実施している。

◎

【認知症への地域の取組を記載 】
①民生委員や地域住民にオレンジカフェの目
的について話をした。
②認知症サポーター養成講座の実施。
　・ オレンジカフェのボランティアへむけて実施
（9/21）
　・内郷小学校3.4年生に向けて開催予定
（11/1）
③地域の予防体操を行っている場で、認知症
についての話をした。

◎

【認知症への地域の取り組みを記載】
学童保育所と連携し、圏域内のすべての学童
保育所で認知症サポーター養成講座を開催す
る予定だったが、宣言下において２か所のみ
の開催となった。４か所は延期となったが、感
染状況を見ながら開催する予定。
認知症初期集中支援チームのチラシを発行。
医療機関への掲示を行い、地域住民にサービ
スの啓発を行い支援につながるようにしてい
る。オレンジカフェや介護者教室の案内や様子
を法人のブログにも掲載し、情報を発信してい
る。

在宅医療・介護連携推進事業における相
談窓口に対し、相談を行っているか。

在宅医療・介護連携推進事業における相
談窓口に対し、連携調整・情報提供等の
対応を行っているか。

地域の医療と介護の連携における課題を
市と共有し、医療と介護のネットワークづく
りに取組んでいる。

認知症初期集中支援チームと訪問支援
対象者に関する情報共有を図っている
か。

認知症高齢者やその家族等の対応につ
いて、認知症サポート医と共に対応方針
を検討する場を設けている。

認知症高齢者が住み慣れた地域で自分
らしく暮らし続ける環境を整備するため、
医療・介護関係者だけでなく、自治会・町
内会・民間サービス等にも啓発を行い、共
に支える取組を行っている。

医療関係者と合同の事例検討会に参加し
ているか。

医療関係者と合同の講演会・勉強会等に
参加しているか。

10
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56-3

◎

■認知症カフェ
認知症本人や家族から「このカフェだから安心
して参加できる」といただいた声を大切に、感
染症対策を講じて開催している。また、会開催
後に参加者の方から意見を聞き次回開催へつ
ながるよう運営している。
■介護者教室
開催時には参加者から毎回多くの質問を頂
き、意欲の高さを大切にしている。また、外に
出て学べる機会は大変有意義なことであると
感じ開催している。会開催後にアンケートも取
り参考にし運営している。下半期についても、
引き続き開催予定である。

◎

■認知症カフェ
地域で活動されている方に依頼して協力しても
らうよう計画していたが、コロナウイルスによ
り、参加者も限定して開催している。

■介護者教室
終了後にアンケート実施し評価や今後開催し
てほしい内容を確認している。

◎

■認知症カフェ
使用会場に制限が継続しているため、屋外もく
しは使用許可の出ている一部スペースを活用
しカフェを開催。参加者は当事者・家族を中心
とし、コロナ禍以前は多く参加頂いていた一般
参加者については人数制限をしている。コロナ
禍ではあるが新たな参加者（当事者と家族）も
出ている。
介護予防リーダーをはじめ、地域のボランティ
ア（認知症サポーター受講者等）の運営協力を
人数制限をしながらも継続的に依頼。ボラン
ティアの方が自主的に当事者・家族へ関わり、
カフェでの取り組み内容を考えて頂けるように
働きかけを実施。認知症サポーターステップ
アップ講座の受講者を集め、チームオレンジの
立ち上げに向けて認知症地域推進員を中心に
取り組んでいる。
　■介護者教室
教室開催時の講師役は可能な限り、市内にあ
る関係機関（今年度は薬局所属の薬剤師や管
理栄養士、大学病院所属の認定看護師）の専
門職に依頼をしている。参加者が居住している
地域特性を理解頂ながら講話を依頼。また、
開催終了時には参加者へアンケートを実施し
て、講座内容についての評価や今後の講座内
容についての意向聞き取りをしている。
また、介護予防リーダーの活躍の場、人材育
成の場としても介護者教室開催時の運営協力
を依頼を継続。※但し、コロナ禍である為、参
加者の人数制限、介護予防リーダーへの運営
協力の依頼については人数制限、又は状況に
応じて協力依頼なしとしている。

◎

当事者や家族の言葉に耳を傾け、やりたいこ
とと見たい、聞きたいことをカフェ等で行ってい
る。
■認知症カフェ
コロナ禍において参加人数は減ったが、家族・
当事者の意向を聞き、カフェを開催している。
また、若年性認知症の方には、ボランティアと
して参加してもらうなどして運営側にも携わっ
てもらっている。
■介護者教室
年４回の開催のうち２回を権利擁護（消費者被
害・成年後見制度）をテーマにして開催及び予
定している（5/28・11/19）。また、介護をするに
も体力が必要になることから、「貯筋」をテーマ
にした教室を開催予定（10/19）。

◎

■認知症カフェ
宣言下において開催を見合わせる時期もあっ
たが、総合相談で支援している本人・家族の意
向を聞きながら、参加人数を制限しつつ開催し
ている。

■介護者教室
開催終了時に参加者へアンケートを実施し、
実施内容を検討している。また、総合相談の相
談内容から実施する内容を包括内で検討して
いる。

57

◎

見守り体制構築に向けての協議中。 3月に地
域で活躍している高齢者の中で「Zoom 会議」
を試したのを土台に、6月には協議体として地
域の高齢者の見守りに関するニーズについて
意見交換を行った。防災にも繋がる部分として
気づきがあった。その後は自治会の防災担当
の方同士で連絡を取り合うことにも進んでい
る。次は地域にどのような資源があるのかに
ついて話し合う場を作る予定で計画している。

◎

地区社協、町づくり協議会、自治会、有償サー
ビス定例会等に参加し、情報収集を行って、住
民からの声を聞き、声を伝えたり、ケースの相
談を基に情報収集や情報交換することで、地
域課題の把握に努めている。

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
生活支援コーディネーターとは常に連携し、
ケース検討会議や協働事業（個別ケア会議・
地域ケア圏域推進会議・介護予防事業・認知
症カフェ、地域の移動支援団体への継続的な
関わり等）をとおして情報共有を行っている。ま
た、ケース検討会議や協働事業で地域課題を
把握し、『見守り』をテーマに協議体設置に向
け生活支援コーディネーター中心に準備をして
いる。11月に協議体で意見交換の場を開催予
定。

◎

①佐倉市社協と佐倉包括との連携会議を毎月
開催し、センター多職種や生活支援コーディ
ネーターを交えて、進捗状況を確認。包括内会
議や朝礼などでも情報共有している。

②佐倉地区民児協、佐倉市社協、佐倉包括と
で高齢者の見守りに関する話し合いの場を設
けて、平常時の見守り体制を構築、災害時に
も機能させることを目指して「防災対策確認
票」を作成、民生委員児童委員に配布した。

③生活支援コーディネーターが「予防のための
地域ケア会議」に参加、個別ケースについて社
会資源の情報を提供している。

④生活支援コーディネーターが「包括内事例検
討会」に参加し、個別ケースに対して社会資源
の情報を提供するほか、地域住民の課題につ
いて共有、解決をはかっている。

◎

生活支援コーディネーターとは、定例会におけ
る情報の共有を行っている。また高齢者の
ニーズや地域に対する課題について協議して
いる。
包括の総合相談の内容を生活支援コーディ
ネーターも共有し、地域課題の分析を行ってい
る。

57-1

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
先崎地域ではここ15年で急速に高齢化率が上
がっている。若者が減っていることを住民も感
じており、昔ながらの互助が成り立たなくなりつ
つある。ヤックスの移動スーパーとお話しする
機会が得られ、先崎～小竹地区を移動ルート
に編成してもらえた。先崎では人数は多くはな
いが、利用者が定着してきており、７月に地域
ケア圏域推進会議を開催した際も話題となっ
た。既存の地域資源にも目を向けていく意識
の形成やお互いのニーズがどういうものか確
認することにも繋がった。

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
移動支援をテーマに地域課題解決に向けた会
議を行っており、コロナウイルス感染予防対策
として、地区に分けて開催した。

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
今年度開催している個別ケア会議及び地域ケ
ア圏域推進会議に生活支援コーディネーター
も参加。個別ケア会議では具体的な地域資源
の情報提供を実施し、地域ケア圏域推進会議
では地域課題・ニーズの把握に勤めている。
今年度把握した地域課題・ニーズ及び過去の
地域ケア会議（当センターでは地区別ケア会
議として開催）で把握した地域課題・ニーズを
もとに、協議体設置に向け取り組みを開始して
る。
また、コロナウィルス感染拡大の影響により活
動が一時中止となっている団体に対しても、随
時状況の聞き取り、活動再開・継続時の後方
支援がスムーズに行えるよう関わりを継続して
いる。介護予防を目的とした地域団体への関
わりは,センター内の医療職と連携・協働を図っ
ている。

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
①千成地区地域ケア会議を経て誕生した「千
成ふれあいサービス」での、買い物バス開始
（9月）に向け支援、助言を行った。
②城の辺地区の買い物バス運行について、昨
年度に引き続き、実施に向けての支援を継続
中。今秋にはプレ運行を行い、新型コロナ流行
が落ち着き次第、開始の見込み。
③地域での医療的なことを気軽に相談できる
場所を求める声が挙がっている。 ◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
山王地区全世帯にアンケートを配布し、住民
のニーズ調査を9月に行い、11月以降に集計し
ていく予定。
順天堂大学の学生にも協力を依頼し、集計や
課題分析を行いながら、山王地区福祉部とも
今後連携し、取り組みを検討していく予定。

11.0 11 11 11 11 11

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

４　佐倉市独自の評価指標

(1)　介護予防事業

認知症の当事者や家族の視点を重視し、
認知症カフェや介護者教室の運営を行っ
ている。

生活支援コーディネーター・協議体と地域
における高齢者のニーズや社会資源につ
いて協議をしているか。

高齢者の住む地域の生活支援に関する
ニーズを把握し、地域課題の解決に向け
た取組を行っている。

３計　◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

３計　◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合
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センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

58-1

◎

通いの場での保健師による出前講座、包括職
員によるオリジナル予防体操ビデオ作成・上
映、包括便りにて介護予防啓発。介護予防の
必要な高齢者へチェックリスト実施。

◎

上志津地区でわくわく体操会を11月立ち上げ
に向けて支援を行っている。

◎

■当圏域ではコロナ禍により、地域の通いの
場が休会している団体が多い中、活動してい
る団体へは生活コーディネーターと連携し活動
状況を確認、感染予防対策の指導等を行って
いる。また、新たに知り得た団体への訪問を
行っている。休会している団体の代表者には
様子確認の連絡をしている。屋外で継続して
活動中の団体（ラジオ体操会等）へのリポート
をし、取り組み方、継続の秘訣等を調査した。
このような団体を周知できるようチラシ作りを
行った。
■民生委員や地域住民から話があった気にな
る方の状況を把握し、戸別訪問等での対応に
て、必要な支援へつなげていけるよう努めてい
る。
■自主化を目指し独自事業を行っている団体
へは開催ができない月も電話などで個々に状
況を確認している。

◎

「地域包括支援センターだより」・「ほけんだよ
り」・「元気はつらつ体操カレンダー」を作成し、
地域の通いの場に出向く際に持参・説明した。
また、コロナ禍であるため、各団体の感染予防
対策にも目を向け、必要時は助言も行った。通
いの場に足を運んだ際に、地域住民から相談
を受けることもあり、支援に繋げることができ
た。

◎

休止している通いの場は多いが、生活支援
コーディネーターと協力して訪問・電話で状況
を確認している。また、感染状況を見ながら出
前講座の開催も参加人数を制限しながら行っ
ている。その中でも著しく身体機能が低下した
り閉じこもり傾向が強い方には、必要な支援を
提供できるよう努めている。

58-2

○

コロナ禍により、書面・電話にて介護予防リー
ダーと情報交換を行った。下半期は対面での
情報交換の場を設ける予定で計画している。

◎

介護予防リーダの方との交流会を年2回予定し
ており第1回を7月に開催した。今後下半期に
おいて第2回を開催予定。

◎

■介護予防リーダー・カフェボランティア対象
の交流会を開催、感染対策として2グループに
別れ実施した。リーダーとしての活動の縮小・
制限の中、意欲低下している方もおられ、各々
にメッセージカードを配布し、生活の目標や他
のリーダーに伝えたい事等を記載してもらっ
た。交流会終了後も全員の方に通信を郵送し
情報交換した。
■カフェの協力者へは毎月開催の状況を電話
報告し、リーダーの状況確認をしている。
■今年度後半はリーダー・ボランティアのスキ
ルアップに向け、認知症サポーターステップ
アップ講座(市主催）・勉強会（介護保険制度に
ついて）に向けて準備をしている。

◎

7月に、介護予防リーダー交流会を行った。10
名の参加者が集まり、介護予防リーダーとして
の最近の活動内容やその際に工夫されている
こと等について情報交換を行った。地域の通
いの場にボランティアが出向いた際やとしとら
ん塾の手伝いに来ていただいた際などにも、
情報交換を行っている。

○

介護予防ボランティアとの交流会を9月に予定
していたが、宣言下において開催を延期した。
その中でも介護予防ボランティアと情報共有を
図るため、手紙の送付や電話連絡を行うことで
状況の把握や今後の連携依頼をするなどして
いる。今後、コロナ禍の状況を見ながら圏域内
の介護予防ボランティアに声をかけて交流会
を行う予定としている。

58-3

◎

ラジオ体操会等で案内配架、ポスターの掲示。
関係機関に志津北部独自の包括新聞を配布
し介護予防事業を周知した。

◎

包括独自で作成したパンフレットを総合相談者
やわくわく体操会にて配布し、介護予防事業の
周知を行っている。
また、市社協共催で６月・１１月・２月に予防講
座を計画していたが、コロナウイルスのため中
止となっていたものについて、コロナの状況を
みて今年度中に開催できるように市社協と動
いている。

◎

■市主催事業について：総合相談時、介護予
防が必要な方への情報提供や、としとらん塾
の際にも参加者に情報提供している。
■としとらん塾：例年では介護予防事業を広く
周知するため重点地域を決めてとしとらん塾を
開催、回覧や地域掲示板等を利用させてもら
い周知を図ったが、今年度はどの地区からも
参加しやすい箇所（市の施設）での開催。年間
で3コース（各4回）実施。なるべく初めての方
が参加できるよう総合相談等で情報提供を
行った。
■出前講座の依頼は少ないが、一自治会から
の依頼で、誤嚥性肺炎の資料の作成依頼が
あり、独自に資料を作成し自治会会員へ配布
してもらった。今年度後半はフレイル予防の講
座の依頼予定あり。

◎

介護予防事業について、「地域包括支援セン
ターだより」で宣伝したり、「出前講座 お品書
き」や各事業のちらしを作成し自治会等で配
布・掲示していただくなど、周知に努めた。包
括職員も訪問の際などに個別に情報提供して
いる。

◎

包括だよりやとしとらん塾開催案内を作成し、
公共施設や地域の関係機関に掲示・配布を依
頼している。参加人数は制限しているが、閉じ
こもりが懸念される方や関わりが必要な方に
は個別に案内し、フレイル予防の啓発も行って
いる。

3.0 3 3 3 3 3

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(2)　その他
59-1

○ ○ ○ ○ ○

59-2

○ ○

相談に来られて、圏域内、圏域外でも申請支
援を行い、他圏域の方について同意を得たうえ
で、担当の包括に情報提供を行っている。

○ ○ ○

60-1

○

作成にあたって不明な点は市に相談し確認を
行っている。住宅改修の業者紹介は偏らない
よう留意している。

○

不明な点は市に確認しながら作成している。リ
ストも作成し、事業所が偏らないよう配慮して
いる。

○

作成時に判断に悩むときには、市の担当者の
方の助言・指導を受けるように心掛けている。
特定の事業所に偏らないように、職員間で情
報交換をする他、リストを作り管理している。見
積もりは複数（２社以上）で取るようにしてい
る。

○

住宅改修の業者紹介にあたっては複数の業
者を紹介し、相見積もりについての説明も行っ
ている。改修の目的と改修方法で不明な点が
あれば介護保険課給付班に適宜確認してい
る。

○

理由書作成にあたり、不明な点は市に確認を
行っている。また、市に提出する前に職員間で
内容の確認を行っている。特定の事業所に偏
らないように依頼前に職員間で情報交換し、ま
たリストを作成し管理している。

60-2

○ ○ ○ ○ ○

61-1

◎

分散勤務、相談窓口及び事務デスクにパー
テーションを設置している等感染防止の措置を
取り、週1回職員全員PCR検査を受けている。

◎

来訪者の方には検温、手指消毒を行ってもらっ
ている。来訪者と職員の間にはアクリル板を置
いて、飛沫防止に努めている。また、職員につ
いて、マスクの着用、手指消毒の徹底、朝夕検
温と体調確認して、記録に残している。デスク
にもアクリル板を設置し、飛沫感染予防に務め
ている。訪問時には、消毒液の持参とフェース
シールドを着けている。

◎

来訪者には手指消毒・マスクの着用をお願い
し、センター内は仕切り板を設置、換気扇・
サーキュレーター・入口通用口の開放などで常
に換気をしている。また、出勤人数の削減（有
休消化・在宅勤務）、職員は感染予防のため
不織布マスクの着用、帰社時には手洗い・うが
いの実施、面談者との対応時にフェイスガード
の着用、面談者が退室した際には専用薬剤に
ての除菌、訪問時には感染予防セット（手袋・
エプロン・靴カバー・体温計・消毒セット等）を持
参して必要に応じて使用。

◎

感染対策として1階を相談室、2階を事務室に
分離している。席は、壁に向かって配置。
毎朝、健康チェック表を用いて職員の健康管
理を行うとともに、アルコールにて消毒を行っ
ている。来所相談があった時はその都度消毒
を行っている。
換気は1時間おきに10分間の実施をしている。

◎

事務所内において密にならないよう配慮し、
パーテーションを設置。定期的に消毒し、常に
換気を行っている。土曜・祝日に出勤する職員
を配置するなど、分散勤務を行っている。1日2
回体温測定を行い、記録をするとともに体調確
認を行っている。訪問時にはフェイスシールド
や感染対策グッズを持参し、車の消毒も行って
いる。また、定期的にPCR検査を行っている。

住宅改修理由書の作成を適正に行ってい
る。

窓口での救急医療情報キット、介護マー
ク、地域資源マップ等の配布ができるよう
に、在庫管理を行っている。

新型コロナウイルス感染拡大を防止する
ため、センター内で感染防止の措置を講
じているか。

市が養成する介護予防ボランティアとの
定期的な情報交換の場を設けている。

介護予防事業（市主催事業・としとらん
塾・出前講座等）について、地域で周知
し、介護予防事業の認知向上に努めてい
る。

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合

要介護認定の代行申請にかかる書類は、
速やかに高齢者福祉課に提出している。

要介護認定の代行申請について周知を
図り、センター窓口で申請を受け付けてい
る。

介護予防に関する取組を推進するため、
地域の通いの場に出向いての講座の開
催や介護予防が必要な高齢者の状態を
把握し、サービス等へつなげている。

12



センター指標 志津北部 志津南部 臼井・千代田 佐倉 南部

61-2

○

速やかに市に報告、指示に従って対応してい
る。

○

職員及びその家族に感染の疑いがあった際に
は、速やかに市や法人に連絡する体制を取っ
ている。また、職員または家族が、３７℃以上
熱があれば出勤しないことに決めている。法人
で感染症マニュアルを作成しており、全員が研
修に参加している。

○ ○ ○

感染の可能性が出た場合には速やかに報告
する体制をとっている。法人内でも感染の可能
性が出た段階で共有し、事業所内で行動制限
を図るようにしている。

6.0 6 6 6 6 6

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

99 99 98 99 99 98

98.6% 99% 98% 99% 99% 98%

42 38 43 41 44 45

57 61 55 58 55 53

1 1 2 1 1 2

全ての指標の◎または○の平均個数・個数

全ての指標の◎又は〇の平均割合／割合

全ての指標の◎の個数

全ての指標の○の個数

全ての指標の▲の個数

センターで従事する職員の中で感染者
（又は感染の可能性がある者）が出た場
合、速やかに市及び法人へ連絡する体制
をとっているか。

◎又は〇の平均個数／◎又は○の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は○の割合
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